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はじめに

『Java Desktop System Release 2システム管理』では、以下のリリースの Java™
Desktop Systemを実行するシステムの管理方法を説明します。

� x86アーキテクチャ版 Java Desktop System Release 2（Solaris™オペレーティング
システム用）

� Linux版 Java Desktop System Release 2

このマニュアルに記載される情報の大部分は、Java Desktop Systemのすべてのリ
リースで共通です。共通ではない情報については、プラットフォームが示されます。

対象読者
このマニュアルは、Java Desktop System Release 2を実行する 1つまたは複数のシス
テムの管理者を対象にしています。Java Desktop System Release 2の使用方法につい
ては、『Java Desktop System Release 2ユーザーズガイド』を参照してください。

このマニュアルをお読みになる前に
このマニュアルを読む前に、以下のトピックについて知っておく必要があります。

� UNIX®システム管理
� XML (Extensible Markup Language)ファイルの構造
� システム管理を行う上での XMLファイルの使用方法
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内容の紹介
このマニュアルの構成は次のとおりです。

� 第 1章は、GConfを使用したユーザー設定の管理方法について説明しています。

� 第 2章は、メニューの実装およびメニューのカスタマイズ方法について説明してい
ます。

� 第 3章は、Java Desktop Systemで利用可能なテーマの種類、テーマのインストー
ル方法、およびカスタムテーマの作成方法について説明しています。

� 第 4章は、Java Desktop Systemでのフォントの設定方法について説明していま
す。

� 第 5章は、アプリケーションでどのようにMIMEタイプが検出されるかを説明し
ています。また、MIMEタイプの登録方法、および Java Desktop Systemへのアプ
リケーションの追加方法についても説明しています。

� 第 6章は、スクリーンセーバーを設定する方法について説明しています。この章で
は、スクリーンセーバーに利用可能なディスプレイの変更方法についても説明しま
す。

� 第 7章は、セッション管理の概要と、セッションのデフォルトを設定する方法につ
いて説明しています。また、セッションとログインスクリプトに関する情報も提供
します。

� 第 8章は、Java Desktop Systemのヘルプシステムについて説明しています。

� 第 9章は、Java Desktop Systemのパフォーマンスを改善する方法について説明し
ています。

� 第 10章は、Java Desktop Systemの特定の機能を無効にする方法について説明し
ています。

� 付録A は、Java Desktop Systemがユーザーのホームディレクトリに追加する隠
しディレクトリについて説明しています。

� 付録 Bは、Microsoft Windowsネットワーク共有のプリンタ構成に関するセ
キュリティ上の注意事項について説明しています。

� 用語集は、このマニュアルで使用される用語の定義を説明しています。

関連マニュアル
次に、このマニュアルに関連するマニュアルを示します。

� Java Desktop System Release 2 Accessibility Guide
� Java Desktop System Release 2インストールガイド
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� 『Java Desktop System Release 2ご使用にあたって』
� Java Desktop System Release 2問題の解決方法
� Java Desktop System Release 2ユーザーズガイド

Sun Documentation Onlineへのアクセ
ス
docs.sun.com™では Sunが提供しているオンラインマニュアルを参照することができ
ます。サイト内をブラウズしたり、マニュアル名や特定の題目をキーワードにして検
索したりすることができます。URLは http://docs.sun.comです。

Sun製品のマニュアルの注文
Sun Microsystemsでは、一部の製品につき印刷版のマニュアルもご提供しています。
マニュアルのリストおよびご注文方法については http://docs.sun.comの “Buy
printed documentation”をご覧ください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガ
イド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \
XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。
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一般規則

注 –＊＊＊下記の規則に該当する場合は、該当する規則のみ表記する。どちらも該当
しない場合は、このセクションごと削除。＊＊＊

� このマニュアルでは、英語環境での画面イメージを使っています。このため、実際
に日本語環境で表示される画面イメージとこのマニュアルで使っている画面イメー
ジが異なる場合があります。本文中で画面イメージを説明する場合には、日本語の
メニュー、ボタン名などの項目名と英語の項目名が、適宜併記されています。

� このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。
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第 1章

GConfの使用方法

この章では、GConfを使用してユーザーの設定を管理する方法について説明します。

GConfの概要
GConfを使用するとJava Desktop Systemユーザー設定の管理が容易になります。シ
ステム管理者は、GConfを使用して次のことが可能になります。

� すべてのユーザーの特定の設定に必須値を設定する。システム管理者はこの方法
で、ユーザーが特定の設定を更新できるかどうかを制御できます

� すべてのユーザーの特定の設定にデフォルト値を設定する

� 設定の定義ファイルで指定されている設定の推奨値を使用する

� 各設定に関するマニュアルを読む

設定値がローカルに、またはネットワークを介して変更されると、GConfはアプリ
ケーションに設定値の変更を通知します。このため、設定を変更すると、その設定を
使用するすべてのアプリケーションが直ちに更新されます。

GConfには、次のコンポーネントがあります。

� ユーザー設定のリポジトリ
� gconfd-2デーモン
� gconftool-2コマンドラインツール
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GConfリポジトリ
GConfリポジトリ内の各設定は、キーと値のペアで構成されます。GConf設定キー
は、アプリケーション設定に対応するリポジトリ内の要素です。たとえば、
/apps/gnome-session/options/show_splash_screen設定キーは、
セッション設定ツールの「ログイン時にスプラッシュ画面を表示する」オプション
に対応します。Java Desktop Systemのユーザーインタフェースには、GConfリポジ
トリ内のすべての設定キーが含まれるわけではありません。たとえば、Panel設定
ツールには /apps/panel/global/tooltips_enabledキーに対応するオプ
ションは含まれていません。

リポジトリは、単純な階層のファイルシステムのように構成されています。リポジト
リには、次のものが含まれます。

� GConfリポジトリを使用するアプリケーションに対応するディレクトリ。たとえ
ば、このファイルシステムには、/apps/gnome-terminalというディレクトリ
が含まれます。

� 設定のカテゴリに対応するサブディレクトリ。たとえば、このファイルシステムに
は、 /apps/gnome-terminal/globalというディレクトリが含まれます。

� ディレクトリ内の設定キーの一覧、およびそのキーに関する情報を含む特殊ファイ
ル。たとえば、HTTPプロキシ設定に関連するキーについての情報を持つファイル
は、ディレクトリ /system/http_proxyにあります。

� すべての設定キーを記述するファイルを含む /schemasディレクトリ。

通常、設定キーは、次の単純なデータ型を持ちます。

� 文字列
� 整数
� 文字列のリスト
� 整数のリスト

リポジトリ内の設定キーの形式は、リポジトリの読み取りに使用されるバックエンド
モジュールに依存します。リポジトリの読み取りに XML (Extensible Markup
Language)バックエンドモジュールが使用される場合
の/desktop/gnome/interface/font_name設定キーの例を、以下に示します。

<entry name="font_name" mtime="1038323555" muser="user123" type="string">
<stringvalue>Sans 10</stringvalue></entry>

注 –このマニュアルでは、設定キーを参照するときに、キーのパス名をそのキーの名
前に追加しています。たとえば、/desktop/gnome/interfaceサブディレクトリ
内の font_name設定キーは、/desktop/gnome/interface/font_nameのよう
に参照されます。
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GConf設定ソース
GConfリポジトリは、「設定ソース」と呼ばれる一連の保存場所を含んでいます。設
定ソースは、「GConfパスファイル」に記述されます。GConfパスファイルの場所
は、/etc/gconf/gconf-version-number/pathです。各ユーザーは、パスファイルを
持っています。パスファイルは、各設定ソースに対して次の情報を指定します。

� リポジトリの読み取りに使用するバックエンドモジュール
� リポジトリのアクセス権
� リポジトリの場所

GConfパスファイルには、include命令も含まれています。デフォルトでは、
GConfパスファイルの内容は以下のようになります。

xml:readonly:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory
include /etc/gconf/2/local-mandatory.path
apoc:readonly:mandatory@
include "$(HOME)/.gconf.path"
xml:readwrite:$(HOME)/.gconf
apoc:readonly:@
include /etc/gconf/2/local-defaults.path
xml:readonly:/etc/gconf/gconf.xml.defaults

GConfが設定値を検索する場合、GConfは、パスファイル内で指定された順に設定
ソースを読みます。以下の表は、パスファイル内の設定ソースです。

設定ソース 説明

必須
(xml:readonly:/etc/gconf/
gconf.xml.mandatory)

この設定ソースのアクセス権は、読み取り専用に設定されます。ユー
ザーは、このソースの値を上書きすることができません。した
がって、そのソースの設定値は必須です

ユーザー この設定ソースは、ユーザーのホームディレクトリ内の .gconf
ディレクトリに格納されます。ユーザーが環境を設定すると、新しい
設定情報がこの場所に追加されます

ユーザー設定ソースは、GConfエディタで変更できます。

デフォルト値 この設定ソースには、デフォルトの設定が含まれています

パスファイル内の設定ソースの順序では、必須の設定がユーザーの設定よりも優先さ
れます。また、デフォルト設定よりもユーザーの設定が優先されます。つまり、
GConfは、次の優先順位で設定を適用します。

1. 必須の設定
2. ユーザー指定の設定
3. デフォルトの設定

システム管理者は、GConfパスファイル内の include命令を使って、別の設定ソー
スを指定できます。
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含まれる設定ソース 説明

/etc/gconf/2/local-mandatory.path この設定ソースは、特定のシステムの必須設
定を格納するために使用します。

$(HOME)/.gconf.path ユーザーは、設定ソースの場所をホーム
ディレクトリ内の .gconf.pathという
ファイルに指定します。

/etc/gconf/2/local-defaults.path この設定ソースは、特定のシステムのデ
フォルトの設定値を格納するために使用しま
す。

GConfパスファイル内の apoc設定を使用して、Sun Java Desktop System
Configuration Managerのバックエンドモジュールを指定します。

GConfスキーマ
「GConfスキーマ」は、「 GConfスキーマキー」と「GConfスキーマオブジェクト」
の総称です。以下の表は、スキーマキー、スキーマオブジェクト、およびこれらの項
目と設定キーとの関連性について説明しています。

項目 説明

設定キー アプリケーション設定に対応する GConfリポジトリ内の要素

スキーマキー 設定キーのスキーマオブジェクトを格納するキー。

スキーマオブジェクト 以下のような設定キー用の情報を含む設定ソース内の要素
� 設定キーを使用するアプリケーションの名前
� 設定キーに必要な値の型 (たとえば、int、boolなど)
� 設定キーのデフォルト値
� 設定キーについての簡単な記述

以下の表は、設定キー、スキーマキー、およびスキーマオブジェクトの例を示してい
ます。

項目 例

設定キー /desktop/gnome/interface/font_name

スキーマキー /schemas/desktop/gnome/interface/font_name

16 Java Desktop System Release 2システム管理 • 2004年 7月



項目 例

スキーマオブジェクト <schema>
<applyto>/desktop/gnome/interface/font_name</applyto>
<key>/schemas/desktop/gnome/interface/font_name</key>
<owner>gnome</owner>
<type>string</type>
<default>Sans 10</default>
<locale name="C">
<short>Default font</short>
<long>Name of the default font used by gtk+.</long>

</locale>
</schema>

設定キーにスキーマキーを関連付けることができます。たとえば、
/desktop/gnome/interface/font_nameキーは次のスキーマキーを含んでいま
す。

<entry name="font_name" mtime="1034873859"
schema="/schemas/desktop/gnome/interface/font_name"/>

設定キーにスキーマキーを関連付けると、設定は、そのスキーマキーのスキーマオブ
ジェクト内で指定されている推奨値を使用します。推奨値は、スキーマオブジェクト
の <default>要素に含まれています。デフォルトでは、デフォルト設定ソース内の
すべての設定キーが、スキーマキーと関連付けられます。

通常、スキーマはデフォルト設定ソースに格納されます。

GConfスキーマ定義ファイル
スキーマは、「スキーマ定義ファイル」から生成されます。スキーマ定義ファイル
は、特定のアプリケーションにおけるすべてのキーの特性を定義します。スキーマ定
義ファイルには、.schemas拡張子が付きます。

スキーマ定義ファイルは、/etc/gconf/schemasディレクトリに含まれています。
スキーマ定義ファイルを使用して、新しい設定ソースを作成できます。

いくつかのスキーマ定義ファイルは、Java Desktop Systemユーザーインタフェース
の一部と緊密に対応しています。たとえば、system_http_proxy.schemasは、
Internet設定ツールに対応しています。ほかのスキーマ定義ファイルは、Java
Desktop Systemユーザーインタフェースにはない設定キーを含んでいます。たとえ
ば、/apps/panel/global/tooltips_enabledキーはユーザーインタフェースに
はありません。

Java Desktop Systemユーザーインタフェースのいくつかは、複数のスキーマ定義
ファイルの設定キーを表す設定を含んでいます。たとえば、Shortcuts設定ツールは、
panel-global-config.schemasファイルおよび metacity.schemasファイル
のキーを表す設定を含んでいます。
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GConfデーモン
GConfデーモンは、gconfd-2です。GConfデーモンは、設定の値が変更されると、
アプリケーションに通知します。たとえば、「メニューとツールバー」設定ツールで
ツールバーの「アイコンのみ」を表示するように選択するとします。設定ツールでこ
のオプションを選択すると、直ちに、開いているすべてのアプリケーションのツール
バーが更新されます。GConfデーモンは、ローカルでも、ネットワークを介してでも
動作することができます。

GConfデーモンのインスタンスは、各ユーザーごとに起動されます。GConfデーモン
は、認証やデータのセキュリティなどの複雑な問題を処理する必要がありません。
GConfデーモンは、起動するときにGConfパスファイルを読み取ります。GConf
デーモンは、アプリケーションと設定ソース間のすべてのアクセスを管理します。

アプリケーションが設定キーの値を要求すると、デーモンは次のようにして設定ソー
スを検索します。

1. パスファイルに指定された順に、各設定ソース内の設定キーの値を検索します。値
が見つかると、その値を返します。

2. 値が見つからない場合は、パスファイルに指定された順に、各設定ソース内の設定
キーに対応するスキーマキーを検索します。

3. スキーマキーが見つかると、スキーマキーの値を調べます。

4. スキーマキーの値がスキーマオブジェクトの場合、そのスキーマオブジェクトの
<default>要素内の推奨値を返します。

GConfデーモンは、設定キーの値をキャッシュに入れます。すべてのアプリケー
ションがこのキャッシュを使用するため、アプリケーションが設定ソースにアクセス
するのは一度だけです。

GConfデーモンを終了するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --shutdown

GConfコマンドラインツール
GConfは、コマンドラインツールの gconftool-2を含んでいます。gconftool–2
コマンドを使用して、次の作業を実行できます。

� キーの値を設定する

� キーの値を表示する

� アプリケーションをインストールするときに、スキーマ定義ファイルからスキーマ
をインストールする
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たとえば、次のコマンドを使用して /desktop/gnomeディレクトリおよびサブ
ディレクトリ内のすべてのキー値を表示することができます。

# gconftool-2 --recursive-list /desktop/gnome

表 1–1は、gconftool-2コマンドに使用できるオプションを示しています。

表 1–1 gconftool-2コマンドオプション

オプション 機能

--all-dirs 指定したディレクトリ内のすべてのサブディレクトリをリ
ストする

--all-entries 指定したディレクトリ内のすべてのキー値を表示する

--config-source=
configuration-source

--directオプションと共に使用して、使用する設定ソー
スを指定する。このオプションで設定ソースを指定しない
場合、パスファイル内のすべての設定ソースでコマンドが
実行される

--direct --config-sourceオプションと共に使用して、設定ソー
スに直接アクセスする。このオプションを使用する場合、
GConfはサーバーを省略する。このオプションを使用する
前に、GConfデーモンの gconfd-2が実行されていないこ
とを確認する必要がある

--dump ユーザーが指定した GConfリポジトリディレクトリ内に、
すべての設定キーを含む一覧を生成する。一覧には、すべ
てのキーの XML記述が含まれる。一覧は、
<gconfentryfile>要素内に含まれている。

たとえば、このオプションからの出力をリダイレクトし
て、ユーザーのパネル設定に関係のあるキーをすべて含む
ファイルを生成できる。このファイルでは --loadオプ
ションが使用できる。

--get 指定した設定キーの値を表示する。また、指定したスキー
マキーのスキーマオブジェクト内の要素の値も表示する

--help gconftool-2コマンドに関するヘルプメッセージと、
gconftool-2コマンドに使用できるオプションを表示する

--load=filename 設定ソースの現在のディレクトリ内にある設定キーの値
を、指定したファイルの値に設定できる。
<gconfentryfile>要素にキーの XML記述を含むファイ
ルを指定すること

--long-desc=description --set-schemaオプションと共に使用して、スキーマキー
の長い説明を指定する

--makefile-install-rule スキーマ定義ファイルをアプリケーションにインストール
する
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表 1–1 gconftool-2コマンドオプション (続き)
オプション 機能

--owner=owner --set-schemaオプションと共に使用して、スキーマキー
の所有者を指定する

--recursive-list 指定したディレクトリ内のすべてのサブディレクトリにあ
るすべての設定キーの値を表示する

--recursive-unset ディレクトリ内のすべてのサブディレクトリで、ユーザー
設定からデフォルト設定ソースの設定までを含む、すべて
の設定キーの値をリセットする

--set 設定キーの値を設定し、その値をユーザー設定ソースに書
き込む。--typeオプションは --setオプションと共に使
用して、設定する値のデータ型を指定する。たとえば、以
下のコマンドは、ユーザー設定ソースの
/apps/gnome-terminal/profiles/Default
/background_colorキーの値を設定する

# gconftool-2 --set
"/apps/gnome-terminal/profiles/Default
/background_color" --type string "#000000"

--directオプションと --config-sourceオプションを
--setオプションと共に使用して、値を別の設定ソースに
書き込むこともできる

--set-schema スキーマキーの属性の値を設定し、その値をデフォルト設
定ソースに書き込む

次のオプションを --set-schemaオプションと共に使用し
て、更新する属性を指定する
� --type
� --short-desc
� --long-desc
� --owner

次のコマンドは
/apps/gnome-terminal/profiles/Default
/background_colorキーに対して、スキーマキーの短い
説明を設定する

# gconftool-2 --set-schema
"/schemas/apps/gnome-terminal/profiles
/Default/background_color" --short-desc
"Default background color of terminal"

--short-desc=description --set-schemaオプションと共に使用して、スキーマキー
の短い説明を指定する

--shutdown GConfデーモンを終了する
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表 1–1 gconftool-2コマンドオプション (続き)
オプション 機能

--type=data-type 設定キーの値を設定する場合にデータ型を指定する。ス
キーマキーの属性値を設定する場合にもこのオプションを
使用できる。以下のような有効なデータ型がある
� bool
� float
� int
� list
� pair
� string

--unset ユーザー設定からデフォルト設定ソースの設定までを含
む、設定キーの値をリセットする

--usage gconftool-2コマンドに関する簡単なヘルプメッセージ
と、gconftool-2コマンドに使用できるオプションを表示
する

設定値の設定
設定キーに対して、必須値またはデフォルト値を設定できます。ユーザーの必須設定
値またはデフォルト設定値を変更する前に、GConfデーモンがどのユーザーに対して
も実行されていないことを確認する必要があります。また、すべてのユーザーがログ
アウトしていることを確認してから、ユーザーの設定値を変更してください。

設定キーの必須値またはデフォルト値を設定するには、gconftool-2コマンドを次
のように使用します。

# gconftool-2 --direct --config-source configuration-source --type
data-type --set preference-key value

たとえば、wwwproxy.xyz.comを必須の HTTPプロキシホストとして設定するに
は、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type string --set
/system/http_proxy/host wwwproxy.xyz.com

ユーザーは、この設定値を上書きできません。

gconftool-2コマンドを使用して、デフォルト値を設定することもできます。たと
えば、ワークスペースのデフォルト数を 5に設定するには、次のコマンドを実行しま
す。
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# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type int --set
/apps/metacity/general/num_workspaces 5

ユーザーは、この設定値を上書きできます。

注意 –ユーザーの必須設定値またはデフォルト設定値を変更する前に、すべてのユー
ザーがログアウトしていることを確認してください。

一般的な環境の設定
この節では、必須値またはデフォルト値を一般的な設定に割り当てる方法を説明しま
す。

HTTPプロキシの設定
HTTPプロキシを設定するには、/system/http_proxy/の設定キーの値を変更し
ます。たとえば、HTTPプロキシホストに必須値を設定するには、次のコマンドを実
行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type string --set
/system/http_proxy/host proxy-name

HTTPプロキシホストにデフォルト値を設定するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type string --set
/system/http_proxy/host proxy-name

ほかの HTTPプロキシ関連の環境を設定することもできます。ほかの HTTPプロキシ
設定に関する情報については、system_http_proxy.schemasスキーマ定義ファイ
ルを参照してください。

ワークスペース数の設定
ワークスペースの必須の数を設定するには、次のコマンドを使用します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type int --set
/apps/metacity/general/num_workspaces integer
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ワークスペースのデフォルトの数を設定するには、次のコマンドを使用します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type int --set
/apps/metacity/general/num_workspaces integer

ほかのウィンドウマネージャの環境を設定することもできます。ほかのウィンドウマ
ネージャの設定に関する情報については、metacity.schemasスキーマ定義ファイ
ルを参照してください。

キーボードショートカットの設定
キーボードショートカット設定を行うには、
/apps/metacity/global_keybindings/panel_run_dialogにある設定キーの
値を変更します。たとえば、「アプリケーションの実行」ダイアログを開くときに、
ユーザーがAlt + F3キーボードショートカットのみを使用するように設定したい場合
があります。この必須値を設定するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type string --set
/apps/metacity/global_keybindings/panel_run_dialog ’<Alt>F3’

ほかのキーボードショートカット環境を設定することもできます。ほかのキーボード
ショートカットの設定に関する情報については、metacity.schemasスキーマ定義
ファイルを参照してください。

パネルとパネルオブジェクトの設定
panel-default-setup.entriesファイルは、Java Desktop System内のパネルに
ついて、次の内容を指定します。

� パネルの数
� パネルのタイプ
� パネルのプロパティ
� パネルの内容

パネルおよびパネルオブジェクトを個別に設定するのは、複雑な作業になります。パ
ネルやパネルオブジェクトを個別に設定するには、まず
panel-default-setup.entriesファイルの構造を理解する必要があります。
panel-default-setup.entriesファイルについては、24ページの「パネルおよび
パネルオブジェクトの個別指定」を参照してください。

パネルおよびパネルオブジェクトの環境を個別に設定するには、設定ソース内の多数
の設定値を設定する必要があります。パネル設定の値を設定する一番簡単な方法は、
--dumpおよび --loadオプションを指定して、gconftool-2コマンドを使用する
ことです。パネルおよびパネルオブジェクトの設定方法の詳細については、26ページ
の「パネルおよびパネルオブジェクトの環境を個別に設定」を参照してください。
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パネルおよびパネルオブジェクトの個別指定
panel-default-setup.entriesファイルには、パネルおよびパネルの内容を指定
する部分があります。また panel-default-setup.entriesファイルは、スキー
マキーの値を指定します。panel-default-setup.entriesファイルは、
/etc/gconf/schemasディレクトリ内にあります。

panel-default-setup.entriesファイルの構造は、以下のとおりです。

1. ファイル内のすべてのキーのベースパスを指定する、entrylist要素。たとえ
ば、以下の要素 (panel-default-setup.entriesからの引用)は、キーのベー
スパスとして /apps/panel/default_setupを指定します。

<entrylist base="/apps/panel/default_setup">

たとえば、キー general/toplevel_id_listが
panel-default-setup.entries内で参照されている場合、キーのフルパスは
/apps/panel/default_setup/general/toplevel_id_listです。

2. デスクトップのパネル、アプレット、およびその他のパネルオブジェクトの一般的
な構造を指定するキー。以下のキーが、デスクトップ内に表示されるパネル、パネ
ルオブジェクト、およびアプレットの数を指定します。

� general/toplevel_id_list
� general/object_id_list
� general/applet_id_list

これらのキーは、各パネル、パネルオブジェクト、およびアプレットに識別子も割
り当てます。たとえば、以下の panel-default-setup.entriesのサンプルで
は、デスクトップに 1つのパネルが表示されるように指定しています。

<entry>
<key>general/toplevel_id_list</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/general/toplevel_id_list</schema_key>
<value>
<list type="string">
<value>
<string>bottom_panel</string>

</value>
</list>

</value>
</entry>

panel-default-setup.entriesファイルでは、識別子 bottom_panelが画
面の最下部のパネルを識別します。

3. パネルのプロパティを指定するキー。パネル設定キーは、次のように設定されてい
ます。

toplevels/panel-name/panel-property-key

たとえば、toplevels/bottom_panel/sizeのキーはボトムパネルのサイズを
指定します。
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4. パネルオブジェクト、パネルオブジェクトプロパティ、およびオブジェクトが存在
するパネルを指定するキー。たとえば、以下の
panel-default-setup.entriesのサンプルでは、メインメニューオブジェク
トがボトムパネルの左側に表示されます。

<entry>
<key>objects/main_menu/object_type</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/object_type</schema_key>
<value>
<string>menu-object</string>

</value>
</entry>
<entry>
<key>objects/main_menu/toplevel_id</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/toplevel_id</schema_key>
<value>
<string>bottom_panel</string>

</value>
</entry>
<entry>
<key>objects/main_menu/position</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/position</schema_key>
<value>
<int>0</int>

</value>
</entry>

5. アプレット、アプレット設定、およびアプレットが存在するパネルを指定する
キー。たとえば、以下の panel-default-setup.entriesのサンプルでは、
Window Listアプレットがボトムパネルに表示されます。

<entry>
<key>applets/window_list/object_type</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/object_type</schema_key>
<value>
<string>bonobo-applet</string>

</value>
</entry>
<entry>
<key>applets/window_list/toplevel_id</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/toplevel_id</schema_key>
<value>
<string>bottom_panel</string>

</value>
</entry>
<entry>
<key>applets/window_list/position</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/position</schema_key>
<value>
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<int>3</int>
</value>

</entry>
.
.
.

<entry>
<key>applets/window_list/bonobo_iid</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/bonobo_iid_type</schema_key>
<value>
<string>OAFIID:GNOME_WindowListApplet</string>

</value>
</entry>

OAFIIDは、アプレットの一意の識別子です。特定のアプレットの OAFIIDを検索
するには、/usr/lib/bonobo/serversディレクトリ内にあるそのアプレット
の .serverファイルを参照します。たとえば、以下の
GNOME_Wncklet_Factory.serverの抜粋では、Window Listアプレットの
OAFIIDが示されます。

<oaf_server iid="OAFIID:GNOME_WindowListApplet"
type="factory" location="OAFIID:GNOME_Wncklet_Factory">

パネルおよびパネルオブジェクトの環境を個別に設定
パネルやパネル内のオブジェクトの設定を行うには、次の手順を実行します。

1. Java Desktop Systemセッションにログインし、必要に応じてパネルを設定しま
す。

2. --dumpオプションを指定して gconftool-2コマンドラインツールを使用し、使
用しているパネル設定の XML記述を含むファイルを生成します。--dumpオプ
ションは、ユーザーが指定した GConfリポジトリディレクトリ内にあるすべての
設定キーを含む一覧を生成します。

たとえば、以下のコマンドはデフォルトパネル設定の XML記述を
my-panel-setup.entriesというファイルに作成します。

# gconftool-2 --dump /apps/panel/profiles/default >
my-panel-setup.entries

3. my-panel-setup.entriesファイルをテキストエディタで開き、必要に応じて
修正します。

たとえば、デスクトップエントリファイルの場所を変更します。以下に、--dump
オプションで生成されたファイルの抜粋を示します。

26 Java Desktop System Release 2システム管理 • 2004年 7月



<entry>
<key>objects/object_16/launcher_location</key>
<schema_key>/schemas/apps/panel/objects/launcher_location</schema_key>
<value>
<string>hadjaha-00adce02f7.desktop</string>

</value>
</entry>

上のサンプルで、hadjaha-00adce02f7.desktopへの参照を、広く使用可能な
別のデスクトップエントリファイルに変更することも考えられます。

--dumpオプションでパネル設定を生成すると、パネルオブジェクトの位置は絶対
的な位置になります。パネルオブジェクトの位置を絶対的な位置から相対的な位置
に変更したい場合もあります。パネルの一番左端のオブジェクトの position値
は 0です。その次のオブジェクトの position値は 1という具合になっていま
す。オブジェクトをパネルの右側と相対する位置に置くには、right_stickキー
を trueに設定します。

4. --loadオプションを指定して gconftool-2コマンドラインツールを使用し、デ
フォルトの設定ソースの値を my-panel-setup.entriesファイル内の値に設定
します。たとえば、以下のコマンドは、デフォルトの設定ソースのキー値を
my-panel-setup.entries内の対応するキーの値に設定します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --load
my-panel-setup.entries

ルック＆フィールの設定
この節では、ルック＆フィールの設定に必須値またはデフォルト値を割り当てる方法
を説明します。

フォントの設定
フォントを設定するには、2つの設定キーの値を変更します。以下の表は、変更する
キーと、そのキーに対応するユーザーインタフェース部分を示しています。

GConfの場所 ユーザーインタフェースコンポーネント

/desktop/gnome/interface/font_name フォント設定ツールの「アプリケーション用
フォント」オプション
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GConfの場所 ユーザーインタフェースコンポーネント

/apps/nautilus/preferences/desktop_font フォント設定ツールの「デスクトップ用
フォント」オプション

たとえば、Sans 12 を必須アプリケーション用フォントとして設定するには、次のコ
マンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type string --set
/desktop/gnome/interface/font_name “Sans 12”

palatino 12 をデフォルトのデスクトップオブジェクトフォントとして設定するに
は、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type string --set
/apps/nautilus/preferences/desktop_font “palatino 12”

背景の設定
デスクトップ背景の設定を行うには、/desktop/gnome/backgroundにある設定
キーの値を変更します。たとえば、背景に必須イメージを設定するには、次のコマン
ドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type string --set
/desktop/gnome/background/picture_filename filename.png

この設定にデフォルト値を設定するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type string --set
/desktop/gnome/background/picture_filename filename.png

ほかの背景を設定することもできます。ほかの背景設定に関する情報については、
desktop_gnome_background.schemasスキーマ定義ファイルを参照してくださ
い。

スプラッシュイメージの設定
スプラッシュイメージを設定するには、/apps/gnome-session/options/の設定
キーの値を変更します。たとえば、スプラッシュイメージを表示しないように設定す
るには、必須値を次のように設定します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.mandatory --type bool --set
/apps/gnome-session/options/show_splash_screen false
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この設定にデフォルト値を設定するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source
xml:readwrite:/etc/gconf/gconf.xml.defaults --type bool --set
/apps/gnome-session/options/show_splash_screen false

ほかのスプラッシュイメージを設定することもできます。ほかのスプラッシュイメー
ジ設定に関する情報については、gnome-session.schemasスキーマ定義ファイル
を参照してください。

デフォルト設定値の復元
ユーザーのデフォルト設定値を復元するには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --direct --config-source user-configuration-source
--recursive-unset

user-configuration-sourceは、ユーザーのホームディレクトリにある .gconfディレク
トリ内の設定ソースに置き換えます。

このコマンドは、すべてのサブディレクトリで、ユーザー設定からデフォルト設定
ソースの設定までを含むすべての設定キーの値をリセットします。
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第 2章

メニューのカスタマイズ

この章では、Java Desktop Systemでどのようにメニューが実装されるか、また、管
理者はどのようにメニューをカスタマイズできるかを説明します。

メニューの概要
Java Desktop Systemでどのようにメニューが実装されるかにより、次のことが可能
になります。

� 簡単にメニュー階層をカスタマイズできる。メニュー階層は、ファイルシステムの
階層構造に基づいていません。メニュー階層は、少数のファイルを編集するだけで
カスタマイズできます。アプリケーションを変更したり、ファイルを移動する必要
はありません。

� 簡単にアプリケーションをインストールできる。アプリケーションをインストール
するときに、メニュー階層に関する情報をアプリケーションに提供する必要はあり
ません。

� ユーザーがメニューを変更できないように設定する。

Java Desktop System上のメニューでは、次のコンポーネントを使用します。

� ファイル抽象レイヤー
� vfolder
� デスクトップエントリファイル
� ディレクトリエントリファイル
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ファイル抽象レイヤー
gnome-vfsファイル抽象レイヤーは、アプリケーションがファイルと相互に作用す
るための単純かつ一般化された方法を提供します。また、ファイル抽象レイヤーは、
特定のメニュー構成ファイルに対応付ける URI (Uniform Resource Identifier)ロケー
ションを提供します。

すべてのユーザー用にメニューまたはメニュー項目を追加するには、そのメニューま
たはメニュー項目を URIロケーションの 1つに追加する必要があります。項目を追加
できるメニューと、そのメニューに対応する URIロケーションは表 2–1に示していま
す。

表 2–1システム管理者用のメニューと URIロケーション

メニュー URIロケーション

すべてのユーザーの「アプリケーション」メ
ニュー

applications-all-users:///

すべてのユーザーの「設定」メニュー preferences-all-users:///

メニューまたはメニュー項目をユーザー自身のシステムにだけ追加する場合は、それ
らのメニューまたはメニュー項目を他の URIロケーションに追加する必要がありま
す。表 2–2は、ユーザーが項目を追加できるメニューと、それらのメニューに対応す
る URIロケーションを示しています。

表 2–2ユーザー用のメニューと URIロケーション

メニュー URIロケーション

「アプリケーション」メニュー applications:///

「設定」メニュー preferences:///

ユーザーによるメニューのカスタマイズ方法については、『Java Desktop System
Release 2ユーザーズガイド』の「メニューの操作方法」を参照してください。

vfolderとメニュー
一般的に、「vfolder」は、システム上の物理的な場所 (1箇所または複数)に存在する
項目の仮想表現になります。たとえば、vfolderが、いくつかのディレクトリの内容を
表す場合があります。また vfolderは、1つまたは複数の物理的な場所の抽象概念にな
ります。Java Desktop Systemのメニューの場合、vfolderは、物理的に複数のディレ
クトリに置かれている項目のメニュー上の表現になります。
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vfolder情報ファイルは、vfolderを説明する XMLファイルです。vfolder情報ファイ
ルは、メニューの構造を指定します。また、メニューの名前と、メニューに表示され
るアプリケーションの順序も指定します。vfolder情報ファイルには、
.vfolder-infoファイル拡張子が付きます。

以下に vfolder情報ファイルのサンプルを示します。

<VFolderInfo>
.
.
.
<Folder>
<Name>Applications</Name>
<Desktop>Applications.directory</Desktop>
<Folder>
<Name>Accessories</Name>
<Desktop>Accessories.directory</Desktop>
<Query>
<And>
<Keyword>Application</Keyword>
<Keyword>Utility</Keyword>

</And>
</Query>
<DontShowIfEmpty/>

</Folder>
.
.
.
</Folder>

</VFolderInfo>

表 2–3は、vfolder情報ファイル内の要素を示しています。

表 2–3 vfolder情報ファイルの要素

要素 説明

<Folder> メニューの名前、内容、構造を定義する要素が含まれる

<Name> メニューの名前を指定する。

<Desktop> メニューの名前、コメント、アイコンを指定するディレクト
リエントリファイルの名前
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表 2–3 vfolder情報ファイルの要素 (続き)
要素 説明

<Query> デスクトップエントリファイルに対するクエリー。クエリー
要件と一致するデスクトップエントリファイルと、メニュー
項目がメニュー上に表示される

上記抜粋内のクエリーでは、Categoriesキー内にキーワー
ド Applicationと Utilityを含むデスクトップエントリ
ファイルが検索される。一致するデスクトップエントリ
ファイルが「アプリケーション」メニューに表示される

この要素は任意

<DontShowIfEmpty/> この要素がある場合は、項目を何も含まないメニューは表示
されない

この要素は任意

デスクトップエントリファイル
「デスクトップエントリファイル」は、メニュー内の項目に関する情報を提供する
データファイルです。デスクトップエントリファイルは、名前、実行するコマンド、
アイコンなどの項目の詳細を指定します。また、デスクトップエントリファイルに
は、メニュー階層内での項目の位置を決定するキーワードが含まれています。デスク
トップエントリファイルには、.desktopファイル拡張子が付きます。

以下は、デスクトップエントリファイルのサンプルです。

[Desktop Entry]
Encoding=UTF-8
Name=Calculator
Comment=Perform calculations
Exec=gcalctool
Icon=gcalctool.png
Terminal=false
Type=Application
Categories=GNOME;Application;Utility;

表 2–4は、デスクトップエントリファイルで最も重要なキーを説明しています。

表 2–4デスクトップエントリキー

デスクトップエントリキー 説明

Encoding デスクトップエントリファイルのエンコーディングを指定する
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表 2–4デスクトップエントリキー (続き)
デスクトップエントリキー 説明

Name 項目の名前を指定する。この名前は、メニュー上の項目として表示さ
れる

Comment 項目の短い説明を指定する。コメントは、メニュー上のメニュー項目
を指したときにツールチップとして表示される

Exec メニューから項目を選択したときに実行されるコマンドを指定する

Icon 項目を表すアイコンのファイル名を指定する。ファイル名へのパス、
あるいはファイル拡張子は指定しない

Terminal Execキーで指定したコマンドを端末で実行するかどうかを指定す
る。値が trueの場合は、コマンドが端末で実行される

コマンドを実行するウィンドウを作成しない場合は、このキーの値を
trueにする必要がある

Type 項目のタイプを指定する。次のいずれかを指定する
� Application:アプリケーションを起動する項目の場合はこのオ
プションを入力

� Link:ファイル、フォルダ、または URIにリンクする項目の場合
はこのオプションを入力

Categories 項目を説明するキーワードを指定する。キーワードはセミコロン (;)
で区切る。標準のカテゴリキーワードのリストについては、以下の
URLのデスクトップメニュー仕様を参照

http://www.freedesktop.org

vfolder情報ファイルは、メニューに入力するキーワードを対応付け
る

デスクトップエントリファイルのキーに関する詳細については、以下の URLのデス
クトップエントリ仕様を参照してください。

http://www.freedesktop.org

注 –パネルランチャーやデスクトップオブジェクトも、デスクトップエントリファイ
ルを使用します。ランチャーやデスクトップオブジェクト用のデスクトップエントリ
ファイルは、メニュー項目用のデスクトップエントリファイルと同じ情報を提供しま
す。たとえば、デスクトップエントリファイルは、ユーザーがランチャーまたはオブ
ジェクトを選択したときに実行されるコマンドを提供します。
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ディレクトリエントリファイル
「ディレクトリエントリファイル」は、メニューに関する情報を提供するデータ
ファイルです。「ディレクトリエントリファイル」は、名前、ツールチップ、アイコ
ンなどのメニューの詳細を指定します。ディレクトリエントリファイルには、
.directoryファイル拡張子が付きます。

以下は、ディレクトリエントリファイルのサンプルです。

[Desktop Entry]
Name=Accessories
Comment=Accessories menu
Icon=gnome-util.png
Type=Directory

表 2–5は、ディレクトリエントリファイルの最も重要なキーを説明しています。

表 2–5ディレクトリエントリキー

ディレクトリエントリキー 説明

Name メニューの名前を指定する。この名前は、メニューに表示される

Comment メニューの短い説明を指定する。コメントは、メニューを指したと
きにツールチップとして表示される

Icon メニューを表すアイコンのファイル名を指定する。ファイル名への
パス、あるいはファイル拡張子は指定しない

Type メニューのタイプを指定する。このキーの値は常に Directory

メニューの編集
以下の Java Desktop Systemコンポーネントを使用してメニューを編集できます。

� Nautilusファイルマネージャ
� パネル上のメニュー

ファイルマネージャを使用してすべてのユーザーにメニューまたはメニュー項目を追
加する場合は、メニューまたはメニュー項目を URIロケーションに追加します。項目
を追加できるメニューと、そのメニューに対応する URIロケーションは表 2–1に示し
ています。

パネルを使用して、すべてのユーザーのメニューをカスタマイズする場合は、メ
ニュー項目ポップアップメニューを使用します。詳細は、『Java Desktop System
Release 2ユーザーズガイド』の「メニューの操作方法」を参照してください。
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メニューのカスタマイズに、メニュー構成ファイルおよびメニューデータファイルを
使用することもできます。

メニューの追加
次の方法を使用して、メニューをすべてのユーザーに追加できます。

� ファイルマネージャを使用する
� メニュー構成ファイルおよびメニューデータファイルを変更する

ファイルマネージャによるメニューの追加
すべてのユーザーにメニューを追加するには、次の手順を実行します。

1. ファイルマネージャウィンドウで、メニューを追加する場所にアクセスします。た
とえば、「アプリケーション」メニューにメニューを追加する場合は、「場所」
フィールドに applications-all-users:///と入力して、リターンキーを押
します。

2. 「ファイル」→「新規フォルダ」を選択します。タイトルのないフォルダ「未タ
イトルのフォルダ」が表示区画に追加されます。フォルダの名前が選択されていま
す。

注 – Solarisプラットフォームでは、フォルダの名前を入力する前にファイルマ
ネージャウィンドウの表示を更新する必要があります。

3. フォルダの名前を入力して、Returnキーを押します。手順1でアクセスした場所
用の vfolder情報ファイルは、新しいメニューの詳細を反映して自動的に更新され
ます。フォルダの名前は、メニューの名前として表示されます。

次回ユーザーがログインすると、指定した場所にメニューが表示されます。

メニューファイルによるメニューの追加
すべてのユーザーにメニューを追加するには、次の手順を実行します。

1. 追加する項目用にディレクトリエントリファイルを作成します。ディレクトリエン
トリファイルは、 /usr/share/gnome/vfoldersディレクトリに作成します。
ディレクトリエントリファイルの詳細については、36ページの「ディレクトリエ
ントリファイル」を参照してください。

2. メニューを追加する場所用の vfolder情報ファイルの場所を確認します。「アプリ
ケーション」メニューにメニューを追加する場合は、ファイル
/etc/gnome-vfs-2.0/vfolders/applications-all-users.vfolder-info
の場所を確認します。
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3. vfolder情報ファイルに、新しいメニュー用の <Folder>要素を追加します。
vfolder情報ファイルの詳細については、32ページの「vfolderとメニュー」を参
照してください。

次回ユーザーがログインすると、指定した場所にメニューが表示されます。

メニューへの項目の追加
すべてのユーザーのメニューに項目を追加するには、次の手順を実行します。

1. 追加する項目用にデスクトップエントリファイルを作成します。デスクトップエン
トリファイルの詳細については、34ページの「デスクトップエントリファイル」
を参照してください。

2. ファイルマネージャウィンドウを開きます。「ファイル」→「新規ウィンドウ」
を選択して、別のファイルマネージャウィンドウを開きます。

3. 1つのウィンドウで、メニュー項目を追加する場所にアクセスします。たとえば、
「設定」メニューにメニュー項目を追加する場合は、「場所」フィールドに
preferences-all-users:///と入力し、リターンキーを押します。

4. 別のウィンドウで、そのメニュー項目用に作成したデスクトップエントリファイル
を選択します。メニュー項目を追加する場所にデスクトップエントリファイルをド
ラッグします。

あるいは、デスクトップエントリファイルをコピーして、メニュー項目を追加する
場所にそのファイルを貼り付けます。

次回ユーザーがログインすると、指定した場所にメニュー項目が表示されます。

メニューの設定を編集する
すべてのユーザーのメニューの設定を編集するには、次の手順を実行します。

1. パネルから編集するメニューを開きます。メニュー上の任意の項目を右クリックし
ます。

2. 「メニュー全体」→「設定」を選択します。「ランチャーの設定」ダイアログが表
示されます。

3. 「ランチャーの設定」ダイアログでメニューの設定を変更します。「ランチャーの
設定」ダイアログの要素については、『Java Desktop System Release 2ユーザーズガ
イド』の「パネルの操作方法」を参照してください。

4. 「了解」をクリックします。

メニュー項目を編集する
メニュー項目を編集するには、次の手順を実行します。
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1. パネルから、編集する項目を含むメニューを開きます。編集する項目を右クリック
します。

2. 「設定」を選択します。「ランチャーの設定」ダイアログが表示されます。

3. 「ランチャーの設定」ダイアログでメニュー項目の設定を変更します。「ラン
チャーの設定」ダイアログの要素については、『Java Desktop System Release 2ユー
ザーズガイド』の「パネルの操作方法」を参照してください。

4. 「了解」をクリックします。

メニューから項目を削除する
メニューから項目を削除するには、パネルから削除する項目を含むメニューを開きま
す。削除する項目を右クリックします。「ランチャーをメニューから削除」を選択し
ます。

次回ユーザーがログインすると、そのメニュー項目はメニューに表示されません。

ユーザーが変更できないメニューの設定
以下の条件が当てはまる場合、ユーザーはメニューを変更できません。

� メニューに対応する vfolder情報ファイルが /etc/gnome-vfs-2.0/vfolders
ディレクトリに存在する

� vfolder情報ファイルの名前が、メニューに対応する URIロケーションの名前と同
じである

ユーザーが変更できないようにメニューを設定するには、次の手順を実行します。

1. /etc/gnome-vfs-2.0/vfoldersディレクトリに、設定するメニュー用の
vfolder情報ファイルを作成します。

2. vfolder情報ファイルの名前に、設定するメニューに対応する URIロケーションの
名前を指定します。たとえば、「アプリケーション」メニューを設定する場合、
/etc/gnome-vfs-2.0/vfoldersディレクトリに
applications.vfolder-infoという名前で vfolder情報ファイルを作成しま
す。
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第 3章

テーマのインストール

この章では、テーマ、GNOMEデスクトップで利用可能なテーマ設定、テーマ設定の
オプションのインストール方法、およびカスタムオプションの作成方法について説明
します。

テーマの概要
「テーマ」は、GNOMEデスクトップの外観を指定する統合的な設定グループです。
テーマを選ぶことにより、GNOMEデスクトップの外観を変更できます。

テーマには、以下のように GNOMEデスクトップの個別の部分を制御できる設定が含
まれています。

コントロール テーマのコントロール設定は、ウィンドウ、パネル、アプ
レットの外観を決定します。また、ウィンドウ、パネル、お
よびアプレット上に現れる GNOME対応インタフェース (メ
ニュー、アイコン、ボタンなど)の外観も決定します。利用可
能なコントロール設定オプションの中には、特別なアクセシ
ビリティ要件を満たすように設計されているものもありま
す。コントロール設定のオプションは、テーマ設定ツール
の「コントロール」タブセクションで選択できます。

ウィンドウフレーム テーマのウィンドウフレーム設定は、ウィンドウのフレーム
の外観だけを指定します。ウィンドウボーダー設定のオプ
ションは、テーマ設定ツールの「ウィンドウボーダー」タブ
セクションで選択できます。

アイコン テーマのアイコン設定は、パネルとデスクトップ背景にある
アイコンの外観を指定します。アイコン設定のオプション
は、テーマ設定ツールの「アイコン」タブセクションで選択
できます。
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テーマのインデックスファイル
各テーマには、そのテーマの特徴を決めるインデックスファイルがあります。イン
デックスファイルの名前は、/usr/share/themes/theme-name/index.themeとな
ります。

以下に、テーマのインデックスファイルのサンプルを示します。

[Desktop Entry]
Type=X-GNOME-Metatheme
Name=High Contrast Large
Name[es]=Alto contraste grande
Comment=Large black-on-white text and icons
Comment[es]=Textos e iconos grandes en negro sobre blanco
Encoding=UTF-8

[X-GNOME-Metatheme]
GtkTheme=HighContrastLargePrint
IconTheme=HighContrast
MetacityTheme=Atlanta
ApplicationFont=sans 18

以下の表に、テーマのインデックスファイルのキーを示します。

表 3–1テーマのインデックスファイルのキー

インデックスファイルのキー 説明

Type テーマが、コントロール、ウィンドウボーダー、
アイコンなどの複数のテーマオプションの外観を
決定することを指定する

Name テーマの名前。テーマ設定ツールで表示される
テーマの名前

Comment テーマの簡単な説明。テーマ設定ツールで、テー
マの名前の下に表示されるテキスト

GtkTheme テーマ設定ツールのコントロール設定に対応。
ウィンドウ、パネル、アプレットに適用されるコ
ントロール設定オプションを指定する

IconTheme テーマ設定ツールのアイコン設定に対応。パネル
とデスクトップ背景に適用されるアイコン設定オ
プションを指定する
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表 3–1テーマのインデックスファイルのキー (続き)
インデックスファイルのキー 説明

MetacityTheme テーマ設定ツールのウィンドウフレーム設定に対
応。ウィンドウに適用されるウィンドウフレーム
設定のオプションを指定する

ApplicationFont フォント設定ツールのアプリケーションフォント
設定に対応

新しいコントロールオプションをインス
トールする
コントロール設定の新しいオプションをテーマ設定ツールで追加できます。コント
ロールオプションは、/usr/share/themesディレクトリにあります。ファイルシス
テムでのコントロールオプションの典型的なディレクトリ構造は、以下のとおりで
す。

オプションファイル /usr/share/themes/option-name/gtk-2.0/gtkrc

イメージファイル /usr/share/themes/option-name/pixmaps/*.*

一般的にコントロール設定の新しいオプションは、.tar.gzファイルの形で提供され
ます。新しいコントロールオプションをインストールするには、.tar.gzファイルを
解凍して、.tarファイルを /usr/share/themesディレクトリに展開します。

ユーザーは、コントロール設定に対してユーザー定義のオプションもインストールで
きます。コントロール設定のオプションをインストールすると、そのオプションは
$HOME/.themesディレクトリに保存されます。

新しいウィンドウフレームのオプション
をインストールする
ウィンドウボーダー設定の新しいオプションをテーマ設定ツールで追加できます。
ウィンドウフレームのオプションは、
/usr/share/themes/option-name/metacity-1ディレクトリにあります。ファイ
ルシステムでのウィンドウフレームオプションの典型的なディレクトリ構造は、以下
のとおりです。
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オプションファイル /usr/share/themes/option-name
/metacity-1/metacity-theme-1.xml

イメージファイル /usr/share/themes/option-name/metacity-1/*.*

一般的にウィンドウボーダー設定の新しいオプションは、.tar.gzファイルの形で提
供されます。新しいウィンドウフレームのオプションをインストールするには、
.tar.gzファイルを解凍して、.tarファイルを /usr/share/themesディレクト
リに展開します。

ユーザーは、ウィンドウフレーム設定に対してユーザー定義のオプションもインス
トールできます。ウィンドウフレーム設定のオプションをインストールすると、その
オプションは $HOME/.themesディレクトリに保存されます。

新しいアイコンオプションをインストー
ルする
アイコン設定の新しいオプションをテーマ設定ツールで追加できます。アイコンオプ
ションは、/usr/share/icons/option-nameディレクトリにあります。ファイルシス
テムでのアイコンオプションの典型的なディレクトリ構造は、以下のとおりです。

オプションファイル /usr/share/icons/option-name

イメージファイル /usr/share/icons/option-name/icons/*.*

一般的にアイコン設定の新しいオプションは、.tar.gzファイルの形で提供されま
す。新しいアイコンオプションをインストールするには、.tar.gzファイルを解凍し
て、.tarファイルを /usr/share/iconsディレクトリに展開します。

ユーザーは、アイコン設定に対してユーザー定義のオプションもインストールできま
す。アイコン設定のオプションをインストールすると、そのオプションは
$HOME/.icons/option-nameディレクトリに保存されます。
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テーマ用の新しいアイコンのインストー
ル
GNOMEデスクトップには、特別な視覚的要件を持つユーザー用に設計されたいくつ
かのテーマがあります。たとえば、視力の弱いユーザー用に設計されたテーマが用意
されています。アイコンを各テーマで正しく表示するためには、アイコンのバー
ジョンが複数必要な場合もあります。

アプリケーション用に新しいアイコンをインストールしなければならない場合があり
ます。新しいアイコンをインストールするときは、そのアイコンに対していくつかの
バージョンを作成する必要があります。それによって、アイコンはそれぞれのテーマ
で正しく表示されます。以下のタイプのアイコンは、複数のバージョンを作成する必
要があります。

� 「メインメニュー」内、またはファイルマネージャ内のアプリケーションを表すた
めに使用されるアイコン

� GTK+アプリケーションによって内部で使用されるアイコン、または GTK+ス
トックアイコン

新しいアイコンをインストールするときは、そのアイコンに対していくつかのバー
ジョンを作成する必要があります。それによって、アイコンはそれぞれのテーマで正
しく表示されます。アイコンは、いくつかの形式で作成できます。たとえば PNG
(Portable Network Graphic)形式など。デスクトップ環境用のアイコンの推奨サイズ
は、48 x 48ピクセルです。このサイズであれば、ほとんどのテーマでそのアイコンの
大きさを変更できます。

新しいアイコンをインストールするときは、以下に示すアイコンを 48 x 48ピクセル
バージョンで作成します。

� 通常のアイコン
� 低コントラストのアイコン
� 高コントラストのアイコン
� 反転の高コントラストのアイコン

アイコンは、43ページの「新しいコントロールオプションをインストールする」で説
明されているイメージファイルの場所にインストールします。たとえば、アイコンを
HighContrastLargePrintテーマに追加する場合は、そのアイコンを
/usr/share/themes/HighContrastLargePrint/pixmapsディレクトリに追加
します。該当するテーマファイルにアイコンの参照先を追加します。たとえば、アイ
コンを HighContrastLargePrintテーマに追加する場合には、そのアイコンへの参照を
/usr/share/themes/HighContrastLargePrint/gtk-2.0/gtkrcファイルに
追加します。テーマがアイコンを GTKストックアイコン識別子に関連付けられるよ
うに gtkrcファイルを修正します。
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アプリケーションランチャー用およびパネル用のアイコンの作成方法については、
http://www.freedesktop.org/Standards/icon-theme-specを参照してください。

カスタムコントロールオプションを作成
する
コントロール設定のオプションが、ユーザーのニーズに合わない場合は、カスタムコ
ントロールオプションを作成できます。カスタムコントロールオプションを作成する
には、次の手順を実行します。

1. オプションのディレクトリ構造を /usr/share/themesディレクトリ内に作成し
ます。ほかのオプションと同じディレクトリ構造を使用します。たとえば、
SmallPrintというオプションを作成する場合は、次のディレクトリを作成します。

� /usr/share/themes/SmallPrint
� /usr/share/themes/SmallPrint/gtk-2.0

2. ユーザー要件をほぼ満たす gtkrcファイルを見つけます。そのファイルを新しい
オプションの gtk-2.0ディレクトリにコピーします。

3. テキストエディタを使用して、gtkrcファイルを開き、必要に応じてインタ
フェース要素の属性を変更します。

4. 新しいオプションにイメージが含まれる場合は、そのイメージを新しいオプション
の pixmapsディレクトリにインストールします。新しいオプションが別のオプ
ションのイメージを使用する場合は、新しいオプション用にイメージのコピーを作
成する必要はありません。ただし、gtkrcファイルの pixmap_pathエントリに
登録されているイメージへの参照が正しいことを確認する必要があります。

ユーザーは、コントロール設定向けの新しいオプションを選択できるようになりまし
た。

gtkrcファイルについては、
http://developer.gnome.org/doc/API/2.0/gtk/gtk-Resource-Files.htmlを参照してく
ださい。
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第 4章

フォントの設定

この章では、GNOMEデスクトップでのフォントの設定方法について説明します。

フォント設定の概要
GNOMEデスクトップは fontconfigフォント設定およびカスタマイズライブラリ
を使用します。fontconfigライブラリでは、PostScript Type 1フォントおよび
TrueTypeフォントを含め、すべての種類のフォントを使用できます。

fontconfigライブラリには、GNOMEデスクトップシステムで使用できるすべての
フォントのリストがあります。このリストを作成するために、fontconfigは
/etc/fonts/fonts.confファイルに一覧表示されるディレクトリを検索します。
システムで使用できるすべてのフォントを表示するには、システム上のファイルマ
ネージャ内で fonts:///にアクセスします。

fontconfigライブラリについては、次の URLを参照してください。

http://freedesktop.org/software/fontconfig

フォント置換
fontconfigライブラリは、フォント全体または個別の文字が存在しない場合に
フォントを置換します。存在しないフォントを表示する必要がある場合、
fontconfigは別の類似フォントの表示を試みます。たとえば、Webページが
Verdanaフォントの表示を要求していて、そのフォントがシステムにインストールさ
れていない場合、fontconfigは、Helveticaなどの類似フォントを表示します。類
似フォントのリストは、/etc/fonts/fonts.confファイルに定義されています。
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選択したフォントには存在しない文字を表示する必要がある場合、fontconfigは別
の類似フォントの文字の表示を試みます。たとえば、テキストエディタアプリケー
ションのフォントとして Bitstream Vera Sansを選択したとします。Bitstream Vera
フォントファミリにはキリル文字が含まれません。キリル文字が含まれた文書を開く
と、テキストエディタはキリル文字を含む類似フォントを使用して文字を表示しま
す。

fontconfigライブラリは、serif、sans-serif、および monospaceなど、
フォントの別名も定義します。フォントの別名の 1つを選択すると、
/etc/fonts/fonts.conf内でその別名に定義されている最初のフォントが使用さ
れます。

すべてのユーザーにフォントを追加する
すべてのユーザーにフォントを追加するには、次の手順を実行します。

1. /etc/fonts/fonts.confファイル内のディレクトリの 1つに、フォントファイ
ルをコピーします。通常、フォントは /usr/share/fonts/ディレクトリに格納
されています。

2. fontconfigライブラリは。フォントのリストを自動的に更新します。フォント
のリストが更新されない場合は、次のコマンドを実行します。

# fc-cache

また、ディレクトリを特定して更新するには、次のコマンドを実行します。

# fc-cache directory-name

また、/etc/fonts/fonts.confにあるディレクトリのみから更新し、更新済み
ディレクトリのリストを表示するには、次のコマンドを実行します。

# fc-cache --system-only -v

個別ユーザーにフォントを追加する
個別のユーザーにフォントを追加するには、次の手順を実行します。

1. ユーザーの $HOME/.fontsディレクトリに、フォントファイルをコピーします。
ファイルマネージャ内の fonts:///の場所にフォントファイルをドラッグする
と、フォントファイルが $HOME/.fontsディレクトリにコピーされます。

2. fontconfigライブラリは、フォントのリストを自動的に更新します。フォント
のリストが更新されない場合は、次のコマンドを実行します。

# fc-cache directory-name
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fc-cacheコマンドで使用する他のオプションについては、前のセクションを参
照してください。
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第 5章

MIMEタイプ

この章では、アプリケーションがどのようにMIMEタイプを検出するかを説明しま
す。また、MIMEタイプの登録方法、および GNOMEデスクトップへのアプリケー
ションの追加方法についても説明します。

MIMEタイプの概要
MIME (Multipurpose Internet Mail Extension)タイプは、ファイルの書式を特定しま
す。アプリケーションは、MIMEタイプによってファイルを読み取ることができま
す。インターネットブラウザや電子メールなどのアプリケーションは、MIMEタイプ
を使用して異なるタイプのファイルを扱います。たとえば、電子メールアプリケー
ションの場合、MIMEタイプを使用して電子メールに添付されているファイルのタイ
プを検知できます。

NautilusファイルマネージャはMIMEタイプを使用してファイルの種類を識別しま
す。ファイルマネージャは、以下のタスクを実行するためにMIMEタイプを知る必要
があります。

� 正しいアプリケーションでファイルを開く
� ファイルのタイプを説明する文字列を表示する
� ファイルを表す適切なアイコンを表示する
� そのファイルを開くことが可能な別のアプリケーションのリストを表示する

新しいアプリケーションを追加する場合は、そのアプリケーションに関連付けられる
ファイルを、ほかのアプリケーションが認識できる必要があります。ほかのアプリ
ケーションがそのアプリケーションファイルのMIMEタイプを検出するためには、い
くつかのタスクを実行する必要があります。

この節では、アプリケーションはどのようにファイルのMIMEタイプを検出するの
か、またアプリケーションはどのようにMIMEタイプに関連付けられるのかを説明し
ます。また、この章では、新しいアプリケーションを追加するための手順についても
説明します。
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ファイルのMIMEタイプの検出
アプリケーションは以下の方法でファイルのMIMEタイプを検出します。

1. アプリケーションは、「ファイルタイプ判別パターン」を使用して、ファイル内の
特定のパターンを検索します。ファイルタイプ判別パターンは、ファイル内の特定
のパターンとMIMEタイプを関連付けます。アプリケーションがそのパターンと
の一致を見つけると、そのパターンに関連付けられているMIMEタイプがファイ
ルのMIMEタイプになります。

2. ファイルタイプ判別パターンによってMIMEタイプが識別されない場合、アプリ
ケーションはファイル名を調べます。アプリケーションは、ファイル名を「MIME
タイプレジストリ」と照合します。MIMEタイプレジストリは、特定のファイル
拡張子とファイル名パターンを特定のMIMEタイプに関連付けます。ファイル名
との一致が見つかると、その拡張子またはパターンに関連付けられているMIME
タイプが、ファイルのMIMEタイプになります。

この節では、ファイルタイプ判別パターンとMIMEタイプレジストリについて詳しく
説明します。

ファイルタイプ判別パターン
ファイルタイプ判別パターンは、/etc/gnome-vfs-mime-magicファイルに指定さ
れています。以下にファイルタイプ判別パターンの例を示します。

0 string \x89PNG image/png

ファイルタイプ判別パターンの構文は、以下のとおりです。

offset_start[:offset_end] pattern_type pattern [&pattern_mask] type

表 5–1は、ファイルタイプ判別パターンの各フィールドを説明しています。

表 5–1ファイルタイプ判別パターンのフィールド

フィールド 説明

offset_start テキストパターンを判別する前に、ファイル内で無視する文字数
を指定します。

pattern_type 判別するパターンのタイプを指定します。このマニュアルの発行
時点では、stringパターンタイプのみがサポートされていま
す。

pattern 判別するパターンを指定します。
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表 5–1ファイルタイプ判別パターンのフィールド (続き)
フィールド 説明

pattern_mask パターンマスクは、16進数形式で指定します。パターンマスクに
ついては、次の節を参照してください。

このフィールドは省略可能です。このフィールドは例には示され
ていません。

type このエントリと一致するファイルに関連付けるMIMEタイプを指
定します。

パターンマスク
パターンマスクは、ファイル内でパターンを判別するときに、パターン中で無視する
ビットを識別します。以下は、ファイルタイプ判別パターンとパターンマスクの例を
示しています。

0 string BMxxxx\000\000 &0xffff00000000ffff image/bmp

この例のパターンとマスクは、以下のとおりです。

パターン B M x x x x \000 \000

マスク ff ff 00 00 00 00 ff ff

パターンとマスクは、次のような特性でファイルを指定します。

1. ファイルは BMから始まります。
2. BMの後に、任意の 4バイトの値が続きます。
3. 任意の 4バイトの後に、\000\000が続きます。

ファイルタイプ判別パターンは、このパターンとマスクに一致するファイルのMIME
タイプが、image/bmpであることを示します。

MIMEタイプレジストリ
MIMEタイプレジストリは、/usr/share/mime-infoにあります。MIMEタイプレ
ジストリには、次のファイルが含まれています。

ファイル ファイル拡張子

MIME情報ファイル .mime

MIMEキーファイル .keys

この節では、MIME情報ファイルとMIMEキーファイルについて説明します。
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MIME情報ファイル
MIME情報ファイルは、MIMEタイプを以下の 1つまたは両方と関連付けます。

� ファイル拡張子
� ファイル名のパターン

アプリケーションがファイルのMIMEタイプを検索する場合、アプリケーションは
ファイル名をMIME情報ファイルと照合します。ファイル名との一致が見つかると、
その拡張子またはパターンに関連付けられているMIMEタイプが、ファイルのMIME
タイプになります。

MIME情報ファイルでは、検索するファイル名のパターンは、正規表現で書かれてい
ます。

MIME情報ファイル内のMIMEタイプエントリの形式は、以下のとおりです。

MIME-type
ext[,priority]: list-of-extensions
regex[,priority]: list-of-regular-expressions

ファイル拡張子および正規表現に、優先順位値を指定できます。優先順位値を使用し
て、複合されたファイル名を区別できます。たとえば、.gz拡張子に優先順位値 1を
割り当て、それより高い優先順位値の 2を .tar.gz拡張子に割り当てたとします。
この場合、ファイル abc.tar.gzのMIMEタイプは、.tar.gzになります。

注 – extフィールドと regexフィールドは、タブ文字 (\t)を使用してインデントす
る必要があります。

以下のMIMEタイプエントリは、gnome-vfs.mime MIME情報ファイルからのサン
プルです。

application/x-compressed-tar
regex,2: tar\.gz$
ext: tgz

audio/x-real-audio
ext: rm ra ram

image/jpeg
ext: jpe jpeg jpg

image/png
ext: png

text/html
ext: html htm HTML

text/plain
ext: asc txt TXT

text/x-readme
regex: README.*
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注 –ファイルマネージャは、MIME情報ファイルをアルファベット順に読み取りま
す。MIMEタイプがファイル拡張子または正規表現と関連付けられる順序は、アル
ファベット順で決定します。たとえば、ファイル abc.mimeと def.mimeで、同じ
ファイル拡張子が異なるMIMEタイプに割り当てられている場合、abc.mimeにある
MIMEタイプが使用されます。

MIMEキーファイル
MIMEキーファイルは、ユーザーインタフェースで使用されるMIMEタイプに関する
情報を提供します。たとえば、MIMEキーファイルは、MIMEタイプの説明を提供
し、そのMIMEタイプのファイルを表すアイコンを指定します。

以下の例は、MIMEキーファイルのサンプルを示しています。

text/html
description=HTML page
icon_filename=gnome-text-html
default_action_type=application
short_list_application_ids_for_novice_user_level=mozilla,netscape,galeon
category=Documents/World Wide Web

注 – MIMEキーファイル内のキーは、タブ文字 (\t)を使用してインデントする必要が
あります。

表 5–2は、MIMEキーファイルで最も重要なキーについて説明しています。通常、
descriptionキーと categoryキーは使用しているシステム環境に対応します。

表 5–2 MIMEキーファイル内のキー

キー 説明

can_be_executable このMIMEタイプのファイルが実行可能かど
うかを指定します

description MIMEタイプの説明。この説明は、ファイル
マネージャおよびほかのアプリケーションで
表示できます

icon_filename MIMEタイプを表すアイコンのファイル名を
指定します。ファイル名へのパス、あるいは
ファイル拡張子は指定しない

このアイコンは、ファイルマネージャおよび
ほかのアプリケーションで表示できます
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表 5–2 MIMEキーファイル内のキー (続き)
キー 説明

default_action_type このMIMEタイプのファイルを開いたときに
行われる動作のカテゴリを指定します。ほと
んどのアプリケーションのこのMIMEタイプ
に、applicationを指定します

short_list_application_ids
_for_novice_user_level

このMIMEタイプのファイルを開くときに使
用するアプリケーションを指定します。優先
順に 1つ以上のアプリケーションを指定しま
す。アプリケーションは、アプリケーション
レジストリに登録する必要があります

category MIMEタイプのカテゴリを指定します。この
キーの値によって、「ファイルの関連付け」
設定ツール内のMIMEタイプの場所が決まり
ます。

MIMEタイプのためのアプリケーション
の登録
アプリケーションレジストリには、アプリケーションを登録するテキストファイルが
含まれています。このアプリケーション登録ファイルには、アプリケーションの詳細
を指定する一連のキーと値の組み合わせが含まれています。アプリケーション登録
ファイルには、以下の情報が含まれています。

� アプリケーションの起動に使用するコマンド
� アプリケーションに関連付けるMIMEタイプ

アプリケーション登録ファイルには、1つ以上のアプリケーションを登録することが
できます。アプリケーション登録ファイルには、.applications拡張子が付きま
す。

アプリケーションレジストリの場所は、/usr/share/application-registryで
す。このディレクトリには、デフォルトのアプリケーション登録ファイル
(gnome-vfs.applications)があります。

アプリケーションを登録するには、アプリケーションレジストリにそのアプリケー
ションの登録ファイルを追加します。

以下は、アプリケーション登録の例です。

eog
command=eog
name=Eye of Gnome
can_open_multiple_files=true
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expects_uris=false
requires_terminal=false
mime_types=image/bmp,image/gif,image/jpeg,image/png,image/tiff,

image/x-xpixmap,image/x-bmp,image/x-png,image/x-portable-anymap,
image/x-portable-bitmap,image/x-portable-graymap,
image/x-portable-pixmap

表 5–3は、アプリケーション登録ファイル内のキーを説明しています。

表 5–3アプリケーション登録のためのキー

キー 説明

アプリケーション識別子 アプリケーションの一意の識別子を指定しま
す。この識別子は、このアプリケーション用
のMIMEキーファイル内の
short_list_application_ids_for_novice_user_level
キー内の識別子と同じにする必要があります

command アプリケーションの起動に使用するコマン
ド、およびコマンドと共に使用するオプ
ションを指定します

name アプリケーションの名前を指定します。この
名前は、ユーザーインタフェースに表示され
ます。たとえば、この名前は、ファイルマ
ネージャの「アプリケーションから開く」サ
ブメニューに表示されます

can_open_multiple_files アプリケーションが複数のファイルを同時に
開くことができるかどうかを指定します

expects_uris アプリケーションが URIを処理できるかどう
かを指定します。このキーの値が trueの場
合、アプリケーション登録エントリ内に
supported_uri_schemesキーが必要です

supported_uri_schemes アプリケーションが処理できる URIスキーマ
を指定します

requires_terminal アプリケーションを端末で実行するかどうか
を指定します。アプリケーションが実行に使
用するウィンドウを作成しない場合は、この
フィールドに trueを入力します

mime_types アプリケーションが使用できるMIMEタイプ
を指定します
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GNOMEデスクトップへのアプリケー
ションの追加
GNOMEデスクトップにアプリケーションを追加するには、次の手順を実行します。

1. アプリケーション用にメニュー項目を追加します。メニュー項目の追加方法につい
ては、第 2章を参照してください。

2. /usr/share/icons/theme-name/icon-size/appsに、アプリケーション用のアイ
コンを追加します。アイコンおよびテーマの詳細については、第 3章を参照してく
ださい。

3. アプリケーションが新しいMIMEタイプを使用する場合は、その新しいMIMEタ
イプ用のファイルタイプ検索ツールを追加します。ファイルタイプ検索ツールの詳
細については、52ページの「ファイルタイプ判別パターン」を参照してくださ
い。

4. アプリケーションが新しいMIMEタイプを使用する場合は、そのアプリケー
ション用のMIME情報ファイルをMIMEタイプレジストリに追加します。MIME
情報ファイルの詳細については、54ページの「MIME情報ファイル」を参照して
ください。

5. アプリケーション用のMIMEキーファイルをMIMEタイプレジストリに追加しま
す。MIMEキーファイルの詳細については、55ページの「MIMEキーファイル」
を参照してください。

6. アプリケーションが新しいMIMEタイプを使用する場合は、そのMIMEタイプ用
のアイコンを /usr/share/icons/theme-name/icon-size/mimetypesに追加しま
す。アイコンおよびテーマの詳細については、第 3章を参照してください。

7. アプリケーションとMIMEタイプを関連付けるには、アプリケーション登録
ファイルをアプリケーションレジストリに追加します。アプリケーションレジスト
リの詳細については、56ページの「MIMEタイプのためのアプリケーションの登
録」を参照してください。
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第 6章

スクリーンセーバーの設定

この章では、スクリーンセーバーの設定を行う方法について説明します。この章で
は、スクリーンセーバーに利用可能なディスプレイの変更方法についても説明しま
す。

スクリーンセーバーの概要
スクリーンセーバーは、画面が使用されていないときに、画面上のイメージを置き換
えるアプリケーションです。Java Desktop System用のスクリーンセーバーアプリ
ケーションは、XScreenSaverです。この節では、XScreenSaverアプリケーションの
設定方法、スクリーンセーバーに利用可能なディスプレイの変更方法について説明し
ます。

スクリーンセーバーの設定
デフォルトのスクリーンセーバー設定は、XScreenSaverファイルに格納されていま
す。このファイルの格納場所は、次の表に示すように、オペレーティング環境に
よって異なります。

オペレーティング環境 ファイルの場所

Linux /usr/X11R6/lib/X11/app-defaults/XScreenSaver

Solaris /usr/openwin/lib/app-defaults/XScreenSaver
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スクリーンセーバーのアプリケーション設定を変更するには、スクリーンセーバー設
定ツールを使用します。スクリーンセーバー設定を変更すると、ホームディレクトリ
に $HOME/.xscreensaverファイルとして格納されます。スクリーンセーバーの設
定については、最新バージョンの『Java Desktop System Release 2ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

コマンドを実行してスクリーンセーバー設定ツールを起動することもできます。使用
するコマンドは、以下の表に示すように、オペレーティング環境によって異なりま
す。

オペレーティング環境 コマンド

Linux /usr/bin/xscreensaver-demo

Solaris /usr/openwin/bin/xscreensaver-demo

すべてのユーザー用にデフォルトのスクリーンセーバー設定を行うには、
XScreenSaverファイルを変更します。また、「XScreenSaver」ダイアログを使用
して、 $HOME/.xscreensaverファイルを作成し、そのファイルを XScreenSaver
ファイルの場所にコピーすることもできます。

ユーザーのデフォルト設定を復元する場合は、そのユーザーのホームディレクトリか
ら $HOME/.xscreensaverファイルを削除します。$HOME/.xscreensaver
ファイルが存在しない場合は、XScreenSaverファイルのデフォルト設定が使用され
ています。

注 – XScreenSaverのデフォルトの表示動作では、ブランク画面が表示されます。ブラ
ンク画面ではユーザーが困惑する恐れがあります。したがって、デフォルトの表示動
作を変更することをお勧めします。

スクリーンセーバー設定の変更を有効にするには、以下のコマンドを使用してスク
リーンセーバー設定を再読み込みします。

# xscreensaver-command -restart

注 –このマニュアルの発行時点では、xsetアプリケーションは、XScreenSaverで機能
していません。スクリーンセーバー設定を変更するには、XScreenSaverファイルま
たは $HOME/.xscreensaverファイルを変更します。
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スクリーンセーバーディスプレイの変更
スクリーンセーバーアプリケーションでは、1つ以上のスクリーンセーバーディスプ
レイを選択できます。スクリーンセーバーディスプレイは、画面が使用されていない
ときに、画面上にイメージを表示するアプリケーションです。スクリーンセーバー
ディスプレイは、XScreenSaverファイルと $HOME/.xscreensaverファイルに記
述されています。

Linux上でスクリーンセーバーディスプレイを追加
する
新しいスクリーンセーバーディスプレイを追加するには、そのディスプレイの実行
ファイルをディスプレイ用のディレクトリにコピーします。たとえば、Java Desktop
Systemでは、ディスプレイは /usr/lib/xscreensaverディレクトリにありま
す。スクリーンセーバーディスプレイのコマンドを、XScreenSaverファイルまたは
$HOME/.xscreensaverファイルに追加します。ウィンドウ内ではなく、全画面上
でスクリーンセーバーディスプレイを実行するために必要となる引数を含めます。た
とえば、スクリーンセーバーディスプレイを全画面に表示するために、-rootオプ
ションを含める場合があります。

Solarisプラットフォーム上でスクリーンセーバー
ディスプレイを追加する
新しいスクリーンセーバーディスプレイを追加するには、そのディスプレイ用の実行
ファイルを /usr/openwin/lib/xscreensaver/hacksディレクトリにコピーし
ます。スクリーンセーバーディスプレイのコマンドを、XScreenSaverファイルまた
は $HOME/.xscreensaverファイルに追加します。ウィンドウ内ではなく、全画面
上でスクリーンセーバーディスプレイを実行するために必要となる引数を含めます。
たとえば、スクリーンセーバーディスプレイを全画面に表示するために、-rootオプ
ションを含める場合があります。

Linux上でスクリーンセーバーディスプレイを無効
化する
スクリーンセーバーディスプレイを無効にするには、設定ファイルで、スクリーン
セーバーディスプレイのコマンドの先頭にマイナス記号 (-)を追加します。以下の
$HOME/.xscreensaver ファイルからの引用は、Qix (solid) スクリーンセーバー
ディスプレイを無効化した状態を表しています。
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- "Qix (solid)" qix -root -solid -segments 100

Solarisプラットフォーム上でスクリーンセーバー
ディスプレイを無効化する
Sun Ray™ Thinクライアント上のすべてのユーザーに対してスクリーンセーバー
ディスプレイを無効にするには、/usr/openwin/lib/xscreensaver/hacks
ディレクトリを hacks以外の名前に変更します。

GNOMEデスクトップでは、OpenGLスクリーンセーバーディスプレイが提供されま
す。デフォルトでは、すべての OpenGLスクリーンセーバーディスプレイが無効に
なっています。これは、OpenGLライブラリをインストールしていないユーザーが多
いためです。OpenGLをインストール済みのユーザーは、「XScreenSaver」ダイアロ
グを使用して、OpenGLスクリーンセーバーディスプレイを有効にできます。

一部のスクリーンセーバーディスプレイでは、ユーザーの画面の内容が表示されま
す。セキュリティ違反を避けるために、画面の内容を表示するスクリーンセーバー
ディスプレイは、Sun Microsystemsが配布する GNOMEデスクトップには含まれま
せん。

注 – XScreenSaverアプリケーション用プラグイン可能認証モジュール (PAM)のサー
ビス名は、dtsessionです。この名前は古いアプリケーションと互換性を持たせる
ために使用しています。
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第 7章

セッション管理

この章では、セッション管理の概要と、セッションのデフォルトを設定する方法につ
いて説明します。また、セッションとログインスクリプトに関する情報も提供しま
す。

セッションの概要
デスクトップにログインしてから、ログアウトするまでの間をセッションといいま
す。ログインマネージャによってユーザーが認証されると、セッションマネージャが
開始されます。ユーザーは、セッションマネージャによりセッションを管理できま
す。たとえば、セッションの状態を保存して、次回ログインしたときにその
セッションに戻ることができます。

少なくとも、以下のアプリケーションがセッションで動作します。

� gnome-sessionセッションマネージャ

� GConf X設定デーモンの gnome-settings-daemon

� gnome-panelアプリケーション (デスクトップ上でパネルを実行する)

� Metacityウィンドウマネージャ

� Nautilusファイルマネージャ

� gnome-keyringデーモン

� CDデバイスオプション設定ツール ( magicdev)がシステムに存在する場合、この
設定ツールもセッション内で実行されます。
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セッションのデフォルトの設定
以下の表は、デフォルトのセッション情報が含まれているファイルを示しています。

ファイル 説明

/usr/share/gnome/default.session デフォルトのセッションファイル。デフォル
トのセッションの詳細は、このファイルに格
納されています

$HOME/.gnome2/session ユーザーセッションファイル。セッションを
変更した場合、その詳細がこのファイルに格
納されます

すべてのユーザー用にデフォルトのセッションの詳細を設定する場合は、デフォルト
のセッションファイルを変更します。

ユーザーのデフォルトのセッション設定を復元する場合は、そのユーザーのホーム
ディレクトリからセッションファイルを削除します。ユーザーセッションファイルが
存在しない場合は、/usr/share/gnome/default.sessionのデフォルト設定が使
用されています。

現在のセッションをデフォルトセッションとして保存する場合、
gnome-session-saveコマンドを実行します。

Solarisプラットフォーム上でのログイン
スクリプトの使用
GNOMEデスクトップは、システム全体のログインスクリプトまたはログアウトスク
リプトをサポートしていません。セッションマネージャでは、ユーザーセッションの
設定だけが可能です。ユーザーは、セッション設定ツールを使用して、非セッション
管理のスタートアップアプリケーションを設定できます。
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ヒント –システム全体のログインスクリプトのサポートがなくても、作業は可能で
す。システム全体のログインスクリプトを作成するには、
/usr/dt/config/Xsession.dディレクトリにスクリプトを作成します。次のよう
に、スクリプトに名前を付けます。

number-greater-than-1000.name

たとえば、「1050.login」のような名前を付けます。
/usr/dt/config/Xsession.dファイルについては、dtloginマニュアルページの
「 The XSession File」を参照してください。
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第 8章

ヘルプシステム

この章では、GNOMEデスクトップのヘルプシステムについて説明します。

ヘルプシステムの概要
GNOMEデスクトップは、Yelpヘルプブラウザにヘルプを表示します。ヘルプのソー
ス文書は XMLファイルです。XMLファイルは、DocBook XML Version 4.1.2 DTD
(Document Type Definition)に書き込まれます。DocBook XMLファイルは HTMLに
変換され、この HTMLがヘルプブラウザに表示されます。DocBook XMLについて
は、以下の URLを参照してください。

http://www.oasis-open.org/docbook/xml

ヘルプシステムは、OMF (Open Source Metadata Framework)およびカタログ作成シス
テムを使用します。次の節では、OMFファイルとカタログ作成システムについて説
明します。

OMFファイル
各マニュアルの XMLファイルには、OMFファイルが関連付けられています。OMF
ファイルには、ヘルプブラウザが使用するマニュアルについての情報が含まれてい
る。OMFファイルの拡張子は、.omfです。

アプリケーションをインストールすると、OMFファイルが OMFファイル用のディレ
クトリにインストールされます。OMFファイルディレクトリ内にヘルプドキュメン
トの関連 OMFファイルがある場合は、ヘルプドキュメントがヘルプブラウザに表示
されます。
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OMFファイルには、ヘルプドキュメントに関する以下のような情報が含まれていま
す。

� ヘルプドキュメントの XMLファイルがある場所
� ヘルプドキュメントの題名
� ヘルプドキュメントが属しているサブジェクトカテゴリ

ScrollKeeperカタログ作成システム
ScrollKeeperは、ドキュメント用カタログシステムです。ヘルプブラウザは、
ScrollKeeperを使用してシステム上にマニュアルのカタログを作成します。
ScrollKeeperは、ヘルプブラウザのために OMFファイル内の情報を管理します。

ScrollKeeperが OMFファイル内の情報を使用することで、ヘルプブラウザはシステ
ム上のヘルプドキュメントを検索できます。アプリケーションをインストールする
と、OMFファイルが OMFファイル用のディレクトリにインストールされます。

ScrollKeeperは、OMFファイルが関連付けられた各ヘルプドキュメントの目次を作成
します。ScrollKeeperは、OMFファイル内に指定された XMLファイルから目次を作
成します。ヘルプドキュメントの目次はヘルプブラウザウィンドウの左区画に表示さ
れます。ユーザーは、目次を使って左区画に表示されたヘルプドキュメントに移動で
きます。OMFファイルのドキュメントの題名もヘルプブラウザウィンドウの左区画
に表示されます。

ScrollKeeperには、ヘルプドキュメントが属しているサブジェクトカテゴリの階層が
含まれています。ヘルプドキュメントは、ヘルプブラウザウィンドウの左区画のサブ
ジェクトカテゴリ階層に整理されています。OMFファイル内の文書のサブジェクト
カテゴリは、階層内の文書の位置を決定します。サブジェクトカテゴリの階層は、以
下のファイルで定義されます。

/usr/share/scrollkeeper/Templates/C/scrollkeeper_cl.xml

文書のサブジェクトカテゴリは、以下のファイルのサブジェクトカテゴリに対応して
いなければなりません。

/usr/share/scrollkeeper/Templates/C/scrollkeeper_cl.xml

注 –ヘルプドキュメントの XMLファイルを新しい場所に移動した場合、OMFファイ
ル内の場所情報も更新しなければならない場合があります。

68 Java Desktop System Release 2システム管理 • 2004年 7月



第 9章

パフォーマンスの改善

この章では、Java Desktop Systemのパフォーマンスを改善する方法について説明し
ます。

パフォーマンスの改善の概要
この章では、Java Desktop Systemのパフォーマンスを改善するために変更できるい
くつかの設定について説明します。ユーザー設定について値を設定するには、
gconftool-2コマンドを使用します。この章のコマンド例では、ユーザー設定ソー
スの値を変更する方法を示します。

--directおよび --config-sourceオプションを使用して、設定の必須値または
デフォルト値をセットできます。また、スクリプト内で gconftool-2コマンドを使
用して、多数の設定値をセットすることもできます。gconftool-2コマンドと、こ
のコマンドに使用できるオプションについては、第 1章を参照してください。

CPU使用率の低減
この節では、Java Desktop Systemの CPU使用率を減らすための設定について説明し
ます。
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CPUリソースをあまり必要としないコントロール
テーマオプションを使用する
一部のコントロールテーマオプションは、CPUリソースが限られたシステムでは動作
が遅くなる恐れがあります。CPU使用率を減らすには、以下のいずれかのコントロー
ルオプションを使用します。

� デフォルト値
� Mist
� Simple
� ThinIce

コントロールテーマオプションを変更するには、以下のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type string --set
/desktop/gnome/interface/gtk_theme option-name

Simpleを使用する場合は、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type string --set
/desktop/gnome/interface/gtk_theme Simple

または、テーマ設定ツールで適当なオプションを選択します。

CPUリソースをあまり必要としないウィンドウフ
レームオプションを使用する
一部のウィンドウフレームテーマオプションは、ウィンドウフレームを描くのにイ
メージファイルを読み込みます。ほかのオプションは、より簡単な方法でウィンドウ
フレームを描きます。

Cruxウィンドウフレームオプションは画像ファイルをロードするので、CPUリソー
スが限られたシステムでは動作が遅くなる恐れがあります。CPU使用率を減らすに
は、以下のいずれかのウィンドウフレームオプションを使用します。

� Atlanta
� Esco
� Mist
� Simple

以下のウィンドウフレームオプションも、Cruxよりは CPUリソースの使用率が少な
くなります。

� AgingGorilla
� Bright
� Metabox
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注 – Metaboxは、HighContrastInverseなどの反転制御オプションとは正しく動作し
ません。反転制御オプションを使用する場合は、Atlantaを使ってください。

ウィンドウフレームテーマのオプションを変更するには、以下のコマンドを実行しま
す。

# gconftool-2 --type string --set /apps/metacity/general/theme
option-name

Atlantaを使用する場合は、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type string --set /apps/metacity/general/theme
Atlanta

または、テーマ設定ツールで適当なオプションを選択します。

ヒント – Metacityテーマビューアを使用して、ウィンドウフレームオプションのパ
フォーマンスを測定したり、オプションをプレビューできます。Metacityテーマ
ビューアを起動するには、次のコマンドを使用します。

# metacity-theme-viewer option-name

たとえば、Atlantaのパフォーマンスを測定し、Atlantaをプレビューするには、次の
コマンドを実行します。

# metacity-theme-viewer Atlanta

メニュー上のアイコンをオフにして CPU使用率を
減らす
メニュー上のいくつかの項目は、その項目の横にアイコンが表示されます。この機能
をオフにするには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/desktop/gnome/interface/menus_have_icons false

または、Menus & Toolbars設定ツールで「メニューにアイコンを表示」オプションの
選択を解除します。
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スプラッシュ画面をオフにして CPU使用率を減ら
す
デフォルトでは、デスクトップ環境にログインすると、スプラッシュ画面が表示され
ます。ログインしている間は、スプラッシュ画面にアイコンが表示されています。ス
プラッシュ画面をオフにすると、ログインしている間の CPU使用率を減らせます。

スプラッシュ画面をオフにするには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/gnome-session/options/show_splash_screen false

または、セッション設定ツールで「ログイン時にスプラッシュ画面を表示する」オプ
ションの選択を解除します。

パネルアニメーションをオフにして CPU使用率を
減らす
パネルを表示または非表示にするときに、動画形式でパネルを表示または非表示にす
ることができます。パネルアニメーションをオフにするには、次のコマンドを実行し
ます。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/panel/global/enable_animations false

または、パネル設定ツールで「引出しとパネルのアニメーション」オプションの選択
を解除します。

ファイルマネージャのパフォーマンスの改善
Nautilusファイルマネージャの一部の機能を変更して、パフォーマンスを改善できま
す。

パフォーマンス設定を変更する
ファイルマネージャには、パフォーマンスに関連する設定があります。各パフォーマ
ンス設定は、3つの値のうち 1つを持ちます。以下の表は、3つの値を説明していま
す。
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値 説明

always ローカルファイルと、別のファイルシステム上のファイルの
両方に対して、動作を実行する

local_only ローカルファイルに対してのみ動作を実行する。パフォーマ
ンス設定を local_onlyセットすると、CPU使用率は減少
する

never 動作を実行しない。パフォーマンス設定を neverにセットす
ると、CPU使用率とネットワークトラフィックは減少する

以下の表は、ファイルマネージャのパフォーマンス設定を説明しています。パフォー
マンスを最大にするには、設定値を neverに設定します。

設定 説明

show_icon_text ファイルを表すアイコンで、テキストファイルの内
容をいつプレビューするかを指定します。テキスト
ファイルの内容をプレビューしない場合は、次のコ
マンドを実行します

# gconftool-2 --type string --set
/apps/nautilus/preferences/
show_icon_text never

または、次の手順を実行します
1. ファイルマネージャウィンドウで「編集」→
「設定」を選択して、「プレビュー」を選択し
ます。

2. 「アイコンにテキストを表示」設定のオプ
ションを選択します

show_directory_item_counts フォルダ内のアイテム数をいつ表示するかを指定し
ます。フォルダ内の項目数を表示しない場合は、次
のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type string --set
/apps/nautilus/preferences/
show_directory_item_counts never

または、次の手順を実行します
1. ファイルマネージャウィンドウで「編集」→
「設定」を選択して、「プレビュー」を選択し
ます。

2. 「アイテム数のカウント」設定のオプションを
選択します。
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設定 説明

show_image_thumbnails イメージファイルのサムネイルをいつ表示するかを
指定します。サムネイルを表示しない場合は、次の
コマンドを実行します

# gconftool-2 --type string --set
/apps/nautilus/preferences/
show_image_thumbnails never

または、次の手順を実行します
1. ファイルマネージャウィンドウで「編集」→
「設定」を選択して、「プレビュー」を選択し
ます。

2. 「サムネイルの表示」設定のオプションを選択
します

preview_sound サウンドファイルの内容をいつプレビューするかを
指定します。サウンドファイルの内容をプレビュー
しない場合は、次のコマンドを実行します

# gconftool-2 --type string --set
/apps/nautilus/preferences/preview_sound
never

または、次の手順を実行します
1. ファイルマネージャウィンドウで「編集」→
「設定」を選択して、「プレビュー」を選択し
ます。

2. 「サウンドファイルをプレビュー」設定のオプ
ションを選択します

サイド区画、ツールバー、ロケーションバーをオフにする
ファイルマネージャには、サイド区画とツールバーをオフにできる設定が含まれてい
ます。サイド区画とツールバーをオフにすると、ファイルマネージャのパフォーマン
スが改善します。

サイド区画をオフにするには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/nautilus/preferences/start_with_sidebar false

ツールバーをオフにするには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/nautilus/preferences/start_with_toolbar false

ロケーションバーもオフに設定できます。Ctrl + Lキーボードショートカットを使用
して、ロケーションバーを必要に応じて表示できます。

ロケーションバーをオフにするには、次のコマンドを実行します。
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# gconftool-2 --type bool --set
/apps/nautilus/preferences/start_with_location_bar false

デスクトップの背景をオフにする
ファイルマネージャには、Nautilusを使用してデスクトップの背景を管理できる設定
が含まれています。デスクトップの背景を無効にすることで、パフォーマンスを改善
できます。デスクトップの背景を無効にした場合、次の操作を行えません。

� 「デスクトップの背景」メニューの使用

� ファイルマネージャを使用したデスクトップ背景のパターンまたは色の変更

� 「ごみ箱」などのデスクトップの背景オブジェクトの使用。デスクトップの背景オ
ブジェクトは、デスクトップの背景に表示されません。

デスクトップの背景を無効にするには、次のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/nautilus/preferences/show_desktop false

省リソースモードを有効化して CPU使用率を減ら
す
Metacityウィンドウマネージャは、ウィンドウの移動およびサイズ変更の際にワイ
ヤーフレームとしてウィンドウを描画するための、省リソースモードを備えていま
す。省リソースモードが有効な場合は、ウィンドウを移動したりサイズ変更したりす
るとき、ウィンドウのアウトラインだけが表示されます。ウィンドウのコンテンツ
は、移動中やサイズの変更中に更新される必要はありません。ウィンドウのコンテン
ツは、移動やサイズ変更の完了時に表示されます。また、省リソースモードが有効な
場合は、ウィンドウの移動およびサイズ変更時にウィンドウがアニメーション化され
ません。

省リソースモードを有効にするには、以下のコマンドを実行します。

# gconftool-2 --type bool --set
/apps/metacity/general/reduced_resources true

Solarisプラットフォームで mediaLibライブラリ
を使用する
mediaLib™ライブラリは、共通のマルチメディア操作を高速化するための関数のコレ
クションです。ライブラリがシステムにインストールされている場合、Java Desktop
Systemでは mediaLibライブラリが使用されます。Java Desktop Systemのパフォー
マンス、特にNautilusは、mediaLibライブラリがインストールされていると著しく
向上します。Java Desktop Systemでは、バージョン 2.0以降のmediaLibが必要で
す。
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mediaLibライブラリの入手方法およびインストール方法については、 mediaLibの
Webサイト (http://www.sun.com/processors/vis/mlib.html)を参照してく
ださい。

Xウィンドウシステムのネットワークト
ラフィックの低減
この節では、Java Desktop Systemで Xウィンドウシステムのネットワークトラ
フィックを減少させる設定について説明します。

ネットワークトラフィックの少ないウィンドウフ
レームテーマオプションを使用する
リモートディスプレイプロトコルは、ピクセルブロック内のピクセルがすべて同じ色
の場合、そのブロック内のすべてのピクセルを転送しません。

Xウィンドウシステムのネットワークトラフィックを減らすには、単一色を使用する
ウィンドウフレームテーマオプションを使用します。つまり、次のいずれかのウィン
ドウフレームオプションを使用します。

� Mist
� Simple

テーマオプションの変更方法については、70ページの「CPUリソースをあまり必要
としないウィンドウフレームオプションを使用する」を参照してください。

メニュー上のアイコンをオフにしてネットワーク
トラフィックを減らす
メニュー上のいくつかの項目は、その項目の横にアイコンが表示されます。アイコン
が別のファイルシステム上にある場合、この機能が原因で Xウィンドウシステムの
ネットワークトラフィックが増大します。また、パネルがリモートホスト上で表示さ
れる場合も、Xウィンドウシステムのネットワークトラフィックが増大します。たと
えば、Sun Rayサーバがパネルを実行すると、Sun Rayクライアント上にもそのパネ
ルが表示されます。

この機能を無効にする方法については、71ページの「メニュー上のアイコンをオフに
して CPU使用率を減らす」を参照してください。
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省リソースモードを有効化してネットワークトラ
フィックを減らす
ウィンドウを表示するアプリケーションがリモートホスト上で実行している場合、省
リソースモードを有効化して X Window Systemのネットワークトラフィックを減ら
します。

省リソースモードについては、75ページの「省リソースモードを有効化して CPU使
用率を減らす」を参照してください。
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第 10章

Java Desktop Systemの機能の無効化

この章では、Java Desktop Systemの特定の機能を無効にする方法について説明しま
す。

Java Desktop Systemの機能の無効化の
概要
Java Desktop Systemには、Java Desktop Systemの特定の機能へのアクセスを制限す
る機能があります。無効化機能は、コンピュータ上で実行できるユーザーのアク
ションを制限したい場合などに役立ちます。たとえば、トレードショーにコンピュー
タを出展し、誰もが操作できるようにした場合は、コマンドラインでの操作を無効に
した方が安全です。無効化機能は、ロックダウン機能としても知られています。

機能を無効化するには、GConfキーを設定します。GConfキーの設定方法について
は、第 1章を参照してください。GConfエディタアプリケーションを使用して、設定
ソースの GConfキーを設定することもできます。GConfエディタアプリケーション
については、『GConfエディタのマニュアル』を参照してください。

スクリーンロックを無効にする
スクリーンロック機能を無効にするには、
/apps/panel/global/disable_lock_screenキーを trueに設定します。

スクリーンロック機能を無効化すると、次の項目がパネルから削除されます。

� 「メインメニュー」の「画面のロック」メニュー項目
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� 「パネルに追加」→「アクション」メニューの「ロック」メニュー項目。このメ
ニューを開くには、パネル上の空の領域で右クリックし、「パネルに追加」→
「アクション」を選択します。

� 「メニューバー」アプレット上の「アクション」メニューの「画面のロック」メ
ニュー項目。

また、パネル上の「画面のロック」ボタンも無効になります。

ログアウトを無効にする
ログアウト機能を無効にするには、 /apps/panel/global/disable_log_out
キーを trueに設定します。

ログアウト機能を無効化すると、次の項目がパネルから削除されます。

� 「メインメニュー」の「userをログアウト」メニュー項目

� 「パネルに追加」→「アクション」メニューの「ログアウト」メニュー項目
� 「メニューバー」アプレット上の「アクション」メニューの「userをログアウト」
メニュー項目

また、パネル上の「ログアウト」ボタンも無効になります。

強制終了操作を無効にする
強制終了機能を無効にするには、/apps/panel/global/disable_force_quit
キーを trueに設定します。

強制終了機能を無効にすると、「強制終了」メニュー項目が、「パネルに追加」
→「アクション」メニューから削除されます。また、パネル上の「強制終了」ボタン
も無効になります。
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コマンドライン操作を無効にする
コマンドラインからの操作を無効にするには、
/desktop/gnome/lockdown/disable_command_lineキーを trueに設定しま
す。

コマンドライン操作を無効にすると、次の項目がパネルから削除されます。

� 次のコマンドを含むメニュー項目

� GNOME端末コマンド (/usr/bin/gnome-terminal)
� /usr/bin/xterm
� /usr/bin/setterm

項目は、次のメニューから削除されます。

� メインメニュー:
� 「パネルに追加」→「メニューからランチャー」

� メインメニューおよび「パネルに追加」→「ユーティリティ」メニューの「コマ
ンドライン」アプレット

� 次のメニューから「アプリケーションの実行」メニュー項目を実行します。

� メインメニュー:
� 「パネルに追加」メニューの「アクション」サブメニュー
� 「メニューバー」アプレットの「アクション」メニュー

パネル設定を無効にする
パネル設定を無効にするには、/apps/panel/global/locked_downキーを true
に設定します。

パネル設定を無効にすると、ユーザーインタフェースが次のように変更されます。

� 次の項目は、「パネル」ポップアップメニューおよび「引き出し」ポップアップメ
ニューから削除されます。

� 「パネルに追加」
� 「パネルを削除」
� 「プロパティ」
� 「新規パネル」

� 次の項目は、パネルオブジェクトのポップアップメニューから削除されます。

� 「パネルから削除」

� 「ロック」
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� 「移動」

� 「プロパティ」メニュー項目は、「ランチャー」ポップアップメニューから削
除されます。

� 「メインメニュー」ポップアップメニューは無効になります。

� ランチャーのドラッグ機能は無効になります。そのため、ランチャーをパネルに移
動したり、パネルから移動することができません。

� パネルのドラッグ機能は無効になります。そのため、パネルを別の場所に移動する
ことはできません。

アプリケーションを制限する
ユーザーが起動できるアプリケーションを制限するには、次のキーを使用します。

� /desktop/gnome/lockdown/restrict_application_launching
� /desktop/gnome/lockdown/allowed_applications

ユーザーが起動できるアプリケーションを制限するには、
/desktop/gnome/lockdown/restrict_application_launchingキーを true
に設定します。

起動できるアプリケーションを制限すると、ユーザーインタフェースが次のように変
更されます。

� 「アプリケーションの実行」項目が次のメニューから削除されます。

� メインメニュー
� 「パネルに追加」メニューの「アクション」サブメニュー
� 「メニューバー」アプレットの「アクション」メニュー

� /desktop/gnome/lockdown/allowed_applicationsキーに記載されている
アプリケーションと一致しないメニュー項目はすべて、次のメニューから削除され
ます。

� メインメニュー
� 「パネルに追加」メニューの「アクション」サブメニュー
� 「パネルに追加」メニューの「メニューからランチャー」サブメニュー
� 「メニューバー」アプレットの「アクション」メニュー

� パネル、引き出し、またはデスクトップ上のランチャーをダブルクリックしたとき
に、そのアプリケーションが
/desktop/gnome/lockdown/allowed_applicationsキーに記載されていな
いと、警告ダイアログが表示されます。アプリケーションは起動されません。

� ファイルを開こうとしたときに、そのファイルのMIMEタイプが
/desktop/gnome/lockdown/allowed_applicationsキーに記載されていな
いアプリケーションに関連付けられている場合、警告ダイアログが表示されます。
アプリケーションは起動されません。
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� 特定のコマンドが /desktop/gnome/lockdown/allowed_applicationsキー
に記載されていない場合、それに対応するメニュー項目はメニューから削除されま
す。次の表を参照してください。

コマンド メニュー項目 メニュー

/usr/bin/gnome-search-tool ファイルの検
索

メインメニュー

「メニューバー」アプレット
の「アクション」メニュー

「パネルに追加」→「アク
ション」

/usr/bin/yelp ヘルプ メインメニュー

/usr/bin/gnome-panel-screenshot 「スクリーン
ショット」

「パネルに追加」→「アク
ション」
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付録 A

隠しディレクトリ

この付録では、GNOMEデスクトップがユーザーのホームディレクトリに追加する隠
しディレクトリについて説明します。

隠しディレクトリとは、ディレクトリ名の先頭にピリオド (.)が付くディレクトリのこ
とです。表A–1は、GNOMEデスクトップがユーザーのホームディレクトリに追加す
る隠しディレクトリを示しています。

表 A–1ユーザーのホームディレクトリ内の隠しディレクトリ

ディレクトリ 説明

.esd_auth GNOMEサウンドデーモン用の認証クッキー
が含まれています。GNOMEサウンドデーモ
ンは、ESD (Enlightened Sound Daemon)です

.gconf ユーザーの GConf設定ソースが含まれていま
す。ユーザーが環境を設定すると、新しい設
定情報がこの場所に追加されます

.gconfd 以下の GConfデーモンの詳細が含まれていま
す
� 構成情報
� IOR (Interoperable Object Reference )に
よって参照されるオブジェクトのロック情
報

� IORによって参照されるオブジェクトの状
態情報

.gnome GConfリポジトリには格納されないユーザー
固有のアプリケーションデータが含まれてい
ます。たとえば、このディレクトリには
MIMEタイプ情報やユーザーのセッション情
報が含まれています
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表 A–1ユーザーのホームディレクトリ内の隠しディレクトリ (続き)
ディレクトリ 説明

.gnome2 GConfリポジトリには格納されないユーザー
固有のアプリケーションデータが含まれてい
ます。たとえば、このディレクトリは以下の
データを含みます
� キーボードショートカット情報
� ウィンドウの場所に関する情報
� パネルランチャー用のデスクトップエント
リファイル

このディレクトリは、ユーザー固有のメ
ニューデータも含みます。ユーザーがメ
ニューを変更した場合、詳細がここに格納さ
れます

.gnome2-private このディレクトリは使用されていません。こ
のマニュアルの発行時点では、このディレク
トリに機能はありません

.metacity Metacityウィンドウマネージャ用の
セッションデータが含まれています。

.nautilus ユーザー固有のファイルマネージャデータが
含まれています。たとえば、このディレクト
リは次のデータを含みます
� ユーザーが作業するディレクトリ用のメタ
データ

� ユーザーが追加する Nautilusエンブレム
� Nautilusデスクトップ背景画像

.themes ユーザーが追加した制御テーマオプション、
ウィンドウフレームテーマオプション、アイ
コンテーマオプションが含まれています。
テーマの設定ツールでテーマを追加できます

.thumbnails イメージサムネイルが含まれています。イ
メージサムネイルは、ファイルマネージャで
使用されます。ファイルマネージャには、サ
ムネイルイメージの生成の停止を選択できる
設定があります

.xscreensaver スクリーンセーバ構成データとスクリーン
セーバ設定データが含まれています
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付録 B

SMBプリンタ設定に関するセキュリ
ティ上の注意事項

この付録では、Microsoft Windowsネットワーク共有でプリンタを設定する際のセ
キュリティ上の注意事項について説明します。

Microsoft Windowsネットワーク共有は、Samba (SMB)共有としても知られていま
す。SMB共有でプリンタを設定するときは、印刷キューにユーザー名とパスワードを
入力する必要があります。

印刷キューのユーザー名とパスワードは、/etc/cups/printers.confファイルに
暗号化されないテキストとして保存されます。root特権を持つユーザーは、この
ファイルに対して読み取り専用のアクセス権を保持しています。したがって、root特
権を持つユーザーであれば印刷キューのユーザー名とパスワードを読み取ることがで
きます。

セキュリティ違反の可能性を軽減するには、印刷キューのアクセスに必要なユーザー
名とパスワードは、印刷キュー専用のものにしてください。これにより、セキュリ
ティ違反の可能性は、印刷キューの不正使用だけにとどまります。
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用語集

.desktopファイル 「デスクトップエントリファイル」を参照

.directoryファイル 「ディレクトリエントリファイル」を参照

.omfファイル 「OMFファイル」を参照

アプリケーションレジス
トリ

アプリケーションレジストリとは、アプリケーションを登録するテキ
ストファイルが含まれる場所を示す。GNOMEデスクトップのアプリ
ケーションレジストリの場所は、以下のとおり
/usr/share/gnome/application-registry

デスクトップエントリ
ファイル

メニュー内の項目についての情報を提供するデータファイル。デスク
トップエントリファイルは、名前、実行するコマンド、アイコンなど
の項目の詳細を指定する。デスクトップエントリファイルには、
.desktopファイル拡張子が付く

ディレクトリエントリ
ファイル

メニューについての情報を提供するデータファイル。ディレクトリエ
ントリファイルは、メニューの名前、メニューのツールチップ、メ
ニューを表すアイコンなどの詳細を指定する。ディレクトリエントリ
ファイルには、.directoryファイル拡張子が付く

ファイルタイプ判別パ
ターン

ファイルタイプ判別パターンは、ファイル内で判別するパターンを指
定する。ファイルタイプ判別パターンは、MIMEタイプとパターンを
関連付ける。パターンとの一致が見つかると、そのパターンに関連付
けられているMIMEタイプがファイルのMIMEタイプになる

GConf設定ソース GConfリポジトリ内の保存場所。例:
xml:readonly:/etc/gconf/gconf.xml.defaults.

GConf設定キー アプリケーション設定に対応する GConfリポジトリ内の要素。たとえ
ば、/apps/gnome-session/options/show_splash_screen
キーは、セッション設定ツールの「ログイン時にスプラッシュ画面を
表示する」オプションに対応する

GConfパスファイル GConf設定ソースとソースの検索順序がリストされたファイル

GConfスキーマ スキーマキーとスキーマオブジェクトの総称
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GConfスキーマ定義
ファイル

GConfスキーマ定義ファイルには、特定のアプリケーションのキーが
含まれており、それらのキーの特性を定義する。GConfスキーマは、
スキーマ定義ファイルから生成される。スキーマ定義ファイルには、
.schemasファイル拡張子が付く

GConfスキーマキー 設定キーのスキーマオブジェクトを格納するキー。たとえば、
/schemas/desktop/gnome/interface/font_nameは、
/desktop/gnome/interface/font_name設定キーのスキーマ
キーである

GConfスキーマオブ
ジェクト

設定キーに関する情報を含む設定ソース内の要素。スキーマオブ
ジェクトは、設定キーのデフォルト値、設定キーの説明などの情報を
持つ

IOR (Interoperable
Object Reference)

IORは、CORBAオブジェクトに対する文字列参照。IORは、オブ
ジェクトを制御するためにメッセージを送信できるホスト名とポート
をエンコードする。IORは、オブジェクトを識別するオブジェクト
キーを持っている

MIME Multipurpose Internet Mail Extensionの略

MIME情報ファイル MIME情報ファイルは、MIMEタイプとファイル拡張子およびファイ
ル名パターンを関連付けるテキストファイル。MIME情報ファイルに
は、.mimeファイル拡張子が付く

MIMEキーファイル MIMEキーファイルは、ユーザーインタフェースで使用されるMIME
タイプに関する情報を提供する。たとえば、MIMEキーファイルは、
そのMIMEタイプのファイルを表すアイコンを指定する。MIMEキー
ファイルには、.keysファイル拡張子が付く

MIMEタイプ MIMEタイプは、ファイルの形式を識別する。アプリケーションは、
MIMEタイプによってファイルを読み取ることができる。たとえば、
電子メールアプリケーションは、image/png MIMEタイプを使用し
て、電子メールに PNG (Portable Networks Graphic)ファイルが添付
されていることを認識する

MIMEタイプレジストリ MIMEタイプレジストリとは、デスクトップ環境用のMIMEタイプを
登録するテキストファイルが含まれる場所を示す。GNOMEデスク
トップのMIMEタイプレジストリの場所は、以下のとおり
/usr/share/mime-info

OMFファイル Open Source Metadata Frameworkファイル。OMFファイルは、マ
ニュアルの XMLファイルに関連付けられる。OMFファイルには、ヘ
ルプブラウザが使用するマニュアルについての情報が含まれている。
OMFファイルのファイル拡張子は、.omf

PAM プラグイン可能認証モジュール (Pluggable Authentication Module)。

パターンマスク パターンマスクは、ファイルタイプ検索ツール内の一連の 16進数文
字。パターンマスクは、ファイル内でパターンを検索するときに、パ
ターン中で無視するビットを識別する
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スクリーンセーバー スクリーンセーバーは、画面が使用されていないときに、画面上のイ
メージを置き換えるアプリケーションのこと。GNOMEデスクトップ
用のスクリーンセーバーアプリケーションは、XScreenSaver

スクリーンセーバー
ディスプレイ

スクリーンセーバーディスプレイは、画面が使用されていないとき
に、画面上にイメージを表示するアプリケーションのこと

UDP ユーザーデータグラムプロトコル

URI (Uniform Resource
Identifier)

URI (Uniform Resource Identifier)は、ファイルシステム内または
Web上の特定の場所を識別する文字列。たとえば、Webページのアド
レスは URIである

vfolder システム上の物理的な場所に存在する項目の仮想表現。たとえば、
vfolderが、いくつかのディレクトリの内容を表す場合がある。メ
ニューにおいて vfolderは、物理的には複数のディレクトリに置かれ
ている項目のメニュー上の表現になる

vfolder情報ファイル XML形式の vfolderの説明ファイル。vfolder情報ファイルは、メ
ニューの構造を指定する
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